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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
新
し
い
年
が

す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
馬
の
年
、「
住
ん
で
良
か
っ

た
、
住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
の
実
現

に
向
か
っ
て
、
い
つ
も
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、「
決
断
と
実
行
」、
力

強
く
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
駆
け

抜
け
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

第
一
に
、
子
育
て
の
し
や
す
さ
の

実
現
で
す
。
経
済
的
支
援
だ
け
で
な

く
、
子
育
て
環
境
や
相
談
・
情
報
提

供
体
制
の
整
備
な
ど
、
今
す
ぐ
効
果

を
実
感
で
き
る
支
援
が
必
要
で
す
。

　

第
二
に
、
子
ど
も
の
将
来
不
安
の

解
消
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
、
体
験
型
学
習
、
そ
し
て
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

「
こ
の
町
で
育
っ
て
良
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
学
校
と
地
域
を
つ
く
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
三
に
、
若
者
の
流
出
抑
制
で
す
。

地
元
で
働
け
る
就
職
ル
ー
ト
の
整
備
、

住
宅
支
援
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
３
点
セ
ッ
ト

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
既
に
実
施
さ
れ
て
効

果
を
あ
げ
て
い
る
施
策
も
あ
り
ま
す

が
、今
一
度
、施
策
の
棚
卸
し
を
行
っ

て
、
限
ら
れ
た
財
源
、
限
ら
れ
た
人

材
、
限
ら
れ
た
時
間
で
実
現
す
べ
き

施
策
に
絞
り
込
ん
で
、
総
力
を
挙
げ

て
推
進
す
べ
き
で
す
。

　

令
和
３
年
11
月
か
ら
４
年
余
り
、

第
９
号
ま
で
手
探
り
で
発
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
で
き
る
限
り
自
分
で
資

料
を
調
べ
、
数
値
化
し
て
課
題
を
示

し
て
来
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
④
小
学
校
区
別
高

齢
化
率
と
自
治
会
加
入
世
帯
率
、
⑤

愛
荘
町
の
観
光
入
込
客
数
と
観
光
消

費
額
、⑦
「
公
共
施
設
の
最
適
配
置
」

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
期
待
効
果
お
よ

び
そ
の
内
訳
、
審
議
さ
れ
た
議
案
件

数
と
主
な
議
案
、
⑧
人
口
減
少
と
人

口
構
造
の
変
化
、
目
標
値
の
達
成
状

況
と
継
続
状
況
、
⑨
人
口
減
少
と
人

口
構
造
の
変
化
な
ど
（
〇
内
の
数
字

は
号
数
）。

　

こ
れ
か
ら
も
、
経
験
や
勘
に
頼
ら

ず
、
客
観
的
な
数
字
や
根
拠
に
基
づ

い
て
、
施
策
を
提
案
・
評
価
し
て
参

り
ま
す
。

４年間の足跡４年間の足跡

対
策
の

柱
は
３
つ

対
策
の

柱
は
３
つ

子
育
て
と

若
者
対
策
は

﹁
未
来
へ
の
投
資
﹂

子
育
て
と

若
者
対
策
は

﹁
未
来
へ
の
投
資
﹂

　　

前
号
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
将
来
、
私
た
ち
の
愛
荘
町
は
人

口
減
少
が
進
み
、
年
少
人
口
率
は
低

下
、
高
齢
化
率
は
上
昇
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。

　

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
活
力
が
弱

ま
り
、
高
齢
者
の
生
活
基
盤
も
揺
ら

ぎ
か
ね
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、

最
も
重
要
な
施
策
は
「
子
育
て
と
若

　

子
ど
も
も
若
者
も
高
齢
者
も
、「
住

ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
」

と
思
え
る
ま
ち
を
、
住
民
の
皆
さ
ま

と
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

者
対
策
」
で
す
。
こ
れ
は
単
な
る
人

口
減
少
対
策
で
は
な
く
、
町
の
持
続

可
能
性
を
守
る
た
め
の
「
未
来
へ
の

投
資
」
で
す
。

　
20,962
3,039
5,173
8,212
14.5
24.7
　39.2

　
20,874
2,672
5,310
7,982
12.8
25.4
38.2

　
20,721
2,614
5,560
8,174
12.6
26.8
39.4

　
20,522
2,620
6,001
8,621
12.8
29.2
42.0

　
20,229
2,611
6,287
8,898
12.9
31.1
44.0

　
19,856
2,535
6,455
8,990
12.8
32.5
45.3

　
19,377
2,389
6,393
8,782
12.3
33.0
45.3

　
18,804
2,228
6,177
8,405
11.8
32.8
44.7

総人口 ①
年少人口 ②
高齢者人口 ③
地域密着人口 ④=②＋③
年少人口率 ②/①
高齢化率 ③/①
地域密着人口率 ④/①
（注）１.｢第３期みらい創生戦略｣による。 ２.｢総人口｣の赤字は人口ピーク。 
　　　３.年少人口率・高齢化率・地域密着人口率は、それぞれの人口が総人口に占める割合。

（表）人口減少と人口構造の変化（人、％）
2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

　
「
人
口
減
少
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

（
広
井
良
典
著
、
東
洋
経
済
新
報
社
）

を
読
み
ま
し
た
。

　

著
者
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
加
速
す
る
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
着
目
す
べ
き
は
「
地
域
密

着
人
口
」（
年
少
人
口
と
高
齢
者
人

口
の
合
計
）
だ
と
説
き
ま
す
。
人
生

の
中
で
、
子
ど
も
の
時
期
と
リ
タ
イ

ア
し
て
か
ら
の
高
齢
期
は
、
地
域
と

の
関
わ
り
が
強
く
、
地
域
で
過
ご
す

時
間
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

年
少
人
口
が
減
り
、
高
齢
者
人
口

が
増
え
て
い
く
中
で
、
両
者
を
足
し

た
地
域
密
着
人
口
が
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
、
一
貫
し
て
増
え
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
一
方
で
、
子
ど
も

や
若
い
世
代
を
含
め
て
、
く
つ
ろ
い

で
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
新
た
な
居
場

所
や
座
れ
る
場
所
、
歩
い
て
楽
し
め

る
空
間
の
創
出
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
と

森
野
の
本
棚

福
祉
政
策
を
つ
な
ぐ
発
想
や
高
齢
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
す
施

策
も
重
要
で
す
。

　

因
み
に
、
愛
荘
町
の
地
域
密
着
人

口
は
、２
０
２
５
年
８
２
１
２
人（
総

人
口
の
３
９
・
２
％
）、
15
年
後
の

２
０
４
０
年
に
は
８
６
２
１
人
（
同

４
２
・
０
％
）
に
達
し
ま
す
。（
表

参
照
）

　

２
年
後
に
策
定
さ
れ
る
「
第
３
次

総
合
計
画
」
を
待
つ
こ
と
な
く
、
ま

ず
は
現
在
進
行
中
の
「
公
共
施
設
の

最
適
配
置
」
計
画
の
未
着
手
部
分
に
、

こ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
、
人
口
問
題
に

着
目
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
が
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
、
少
し

だ
け
自
信
を
持
て
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
を
た
く
さ
ん
読
ん

で
、
視
野
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
ま
ち
じ
ゅ
う
読
書
の
条
例
」

を
制
定
し
た
愛
荘
町
に
住
ん
で
い
る

の
で
す
か
ら
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶



今回のパブコメで提出された意見を含む大幅な見直し

20年後を見据えて議論して作り上げたもので、愛荘町に合った内容であり、大幅に見直
すことは考えていない。パブコメで出された意見については参考にさせていただく。

構築検討委員会の答申（R3.3）から2年経過、その間に急加速した人口減少・テクノロ
ジー化、脱炭素に対応して内容をアップデートして、コンパクトシティ・スマートシ
ティの実現を具体化すべきです。

M私の質問　　 町長の答弁 　 提案　　 問題点
キャッチフレーズの「つながりを生む田園空間都市」から、町長がイメージする20年後の
愛荘町の姿
町内各字にわたる豊かな水や緑が織りなす美しい自然や優れた景観等の中で、多様な歴
史、伝統、文化が息づく環境にあり、その豊かな環境の中に各字・集落や商工業地域が存在
し、周辺の田園地域と有機的なつながりを持ち、共生するというイメージを持っている。
町民の皆さまも、鈴鹿山系からの水が町内河川へ流れ、中山道宿場町を含む、より商業に
根差した地域と、広範にわたって広がる田園地域とが共存する緑豊かなまちとして調和
している姿をイメージしていただけると思っている。

抽象的な美辞麗句ではなく、愛荘町が目指すあるべき姿を住民がイメージできるよう、
具体的に示していただきたいものです。M
「20年後のまちの姿」の具体化と実現策

今後は、総合計画に基づき、本計画と整合を図りながら、各種個別計画でまちづくりを進
めていく。町民・行政・中間組織が協力しながら、今やるべきことにしっかり取り組むこと
で、持続可能なまちとして次代に確実に引き継いでいけるよう進めていく。

一般論ではなく、具体的な施策と工程表を示すべきです。M

「中間支援組織」の内容

Ｒ3年度から地域おこし協力隊を導入し、Ｒ4年度にはコーディネーターの役割を担う3
名が着任、Ｒ5年度に向けて起業家10名の着任を目指して、現在、様々な取り組み、仕掛け
を行っている。

地域おこし協力隊を受け入れた地域の活性化が、愛荘町全体にどのような好循環をもた
らしたのですか。

「グランドデザイン2040」「第2次総合計画」「公共施設の最適配置」の関係性と位置づけ

「総合計画」が最上位計画で、その下に各種個別計画がある。「グランドデザイン」は総合計
画と各種個別計画の間に位置し、「公共施設の最適配置」は個別計画に基づく取組の一つ
である。

なぜ策定時期が、公共施設の最適配置（R3.4）、グランドデザイン2040（R4.11）、第2次総
合計画・後期基本計画（R5.2）の順となったのですか。なぜ公共施設の最適配置を先行した
のですか。

小中学生をはじめ若い世代の計画案に対する意見聴取

グランドデザイン構築検討委員会では、次代を担う方や大学生にも委員として参画いた
だき、幅広く意見を伺って計画案を作成し、18歳以上の住民対象に町民アンケートを2回
実施して参考にした。計画の完成後、町民や小中学校へ計画冊子を配布し共有を図る。

20年後に、現在の小学6年生は31～32歳、中学3年生は34～35歳になって、愛荘町の主
役になります。その世代の意見を聴くべきです。

今回のパブコメで提出された意見を含む大幅な見直し

20年後を見据えて議論して作り上げたもので、愛荘町に合った内容であり、大幅に見直
すことは考えていない。パブコメで出された意見については参考にさせていただく。

構築検討委員会の答申（R3.3）から2年経過、その間に急加速した人口減少・テクノロ
ジー化、脱炭素に対応して内容をアップデートして、コンパクトシティ・スマートシ
ティの実現を具体化すべきです。

キャッチフレーズの「つながりを生む田園空間都市」から、町長がイメージする20年後の
愛荘町の姿
町内各字にわたる豊かな水や緑が織りなす美しい自然や優れた景観等の中で、多様な歴
史、伝統、文化が息づく環境にあり、その豊かな環境の中に各字・集落や商工業地域が存在
し、周辺の田園地域と有機的なつながりを持ち、共生するというイメージを持っている。
町民の皆さまも、鈴鹿山系からの水が町内河川へ流れ、中山道宿場町を含む、より商業に
根差した地域と、広範にわたって広がる田園地域とが共存する緑豊かなまちとして調和
している姿をイメージしていただけると思っている。

抽象的な美辞麗句ではなく、愛荘町が目指すあるべき姿を住民がイメージできるよう、
具体的に示していただきたいものです。

「20年後のまちの姿」の具体化と実現策

今後は、総合計画に基づき、本計画と整合を図りながら、各種個別計画でまちづくりを進
めていく。町民・行政・中間組織が協力しながら、今やるべきことにしっかり取り組むこと
で、持続可能なまちとして次代に確実に引き継いでいけるよう進めていく。

一般論ではなく、具体的な施策と工程表を示すべきです。

「中間支援組織」の内容

Ｒ3年度から地域おこし協力隊を導入し、Ｒ4年度にはコーディネーターの役割を担う3
名が着任、Ｒ5年度に向けて起業家10名の着任を目指して、現在、様々な取り組み、仕掛け
を行っている。

地域おこし協力隊を受け入れた地域の活性化が、愛荘町全体にどのような好循環をもた
らしたのですか。M

「グランドデザイン2040」「第2次総合計画」「公共施設の最適配置」の関係性と位置づけ

「総合計画」が最上位計画で、その下に各種個別計画がある。「グランドデザイン」は総合計
画と各種個別計画の間に位置し、「公共施設の最適配置」は個別計画に基づく取組の一つ
である。

なぜ策定時期が、公共施設の最適配置（R3.4）、グランドデザイン2040（R4.11）、第2次総
合計画・後期基本計画（R5.2）の順となったのですか。なぜ公共施設の最適配置を先行した
のですか。

M

小中学生をはじめ若い世代の計画案に対する意見聴取

グランドデザイン構築検討委員会では、次代を担う方や大学生にも委員として参画いた
だき、幅広く意見を伺って計画案を作成し、18歳以上の住民対象に町民アンケートを2回
実施して参考にした。計画の完成後、町民や小中学校へ計画冊子を配布し共有を図る。

20年後に、現在の小学6年生は31～32歳、中学3年生は34～35歳になって、愛荘町の主
役になります。その世代の意見を聴くべきです。M

M

次の３施策について、過去1年間における主な実施・進捗状況と成果および今後の課題・対策

①「減メディア・親読書」：幅広い広報、毎日朝8時から学校図書館を開館して本の貸出し・
紹介、妊産婦や父親になる方を対象に絵本の読み聞かせ実演や本の紹介、幼稚園・保育
園・小学校での出張おはなし会の実施、読書記録活動「読書でガチャコン」、小学校低学
年の学級文庫の充実等々、環境を整備した。

②読書活動の実態把握：全年齢を対象とした調査は例がなく実施が困難。町内全小中学生
対象の読書調査（昨年５月、教育委員会）結果によると、「1か月間に1冊以上本を読んだ
児童・生徒」の割合は、小学生で98.2％、中学生で79.1％。

③「まちじゅう読書の宣言」：今日までの検証、今後の具体的方策を盛り込んだ図書館計画
および子ども読書推進計画について、R6年4月の策定に向けて、図書館協議会でご議論
いただいており、R5年度には答申をいただく予定。まちじゅう読書の取り組みについて
は、町の誇りとの評価をいただいている。

①「やったこと」を数多く挙げるだけで、進捗状況・成果、今後の課題・対策については何も
答えませんでした。
②全年齢対象調査が困難なら、「まちじゅう読書の宣言」の達成状況をどのように検証す
るのでしょうか。また、教育委員会調査では「1か月間に1冊以上本を読んだ」割合が、小
学生でほぼ100％、中学生で8割と高いにもかかわらず、なぜ、全国学力・学習状況調査
では「全く読書をしない」の割合が、小学校で33.9％、中学校で50.5％となるのでしょ
うか。異なる調査の結果を引用する際は、調査方法、調査対象、質問文、回答選択肢等を

明らかにして、比較の正当性を説明しなければなりません。
③宣言（H21.3.5）から14年経過して、まだ検証していなかったとは信じられないことで
す。図書館計画および子ども読書推進計画だけでなく、まちじゅう読書を広げる計画を
立てるべきです。

①「学力の低下」と②「将来の夢や目標を持っていない児童・生徒の増加」の要因と対策

①「学力の低下」については、今後も、漢字学習、読解力ドリル、タブレットドリル等を活用
して取り組んでいく。「減メディア・親読書」の取組を一層推進して、家庭での学習時間
の確保や、読書により読解力のベースとなる力の向上等を図っていく。学力向上担当教
員による「学ぶ力向上推進リーダー会」を立ち上げ、町独自の「書くことパワーアップ問
題」の作成や「愛荘16年教育」の取組を重ねる。
②「将来の夢や目標を持っていない児童・生徒の増加」については、人権に関する町民意識
調査（R4.11～12）結果によれば、同じ質問で肯定的に回答した児童・生徒の割合は、小
学校で82.2%、中学校で71.4%であり、4月時点に比べ少し上昇しており、将来の夢や
目標が持てるような機会が、少しずつ構築されているのではないかと捉えている。

①今までの対策が学力の向上をもたらしていないのですから、その延長線上の対策に
は期待できません。
②否定的な回答の割合を見ると、全国学力・学習状況調査では小学校で21.0％、中学校
で34.7％と、町民意識調査の小学生17.8%、中学生28.6%（単純計算）に比べ3～6ポ
イント高い。異なる調査を持ち出して弁解するのではなく、謙虚に現状を受け入れ
て、速やかに的確な対策を講じるべきです。

子どもの教育に取り組む全町的組織の立ち上げと施策およびアクションプ
ランの策定

R5年度、専門家を中心に「教育支援プログラム検討委員会」（仮称）を立ち上げ、教育支援
の取組を推進していく。「愛着と誇りを醸成していくためのキャリア教育事業」を展開し、
愛荘の地から様々に活躍していける人材の育成を目指していく。

今、急ぐべきは基礎的学力の低下を食い止めて、速やかに向上へ転じることです。このよ
うな答弁で、保護者の方に納得していただけるでしょうか。

M

M

も り の 隆 活 動 報 告令和５年４月 23 日　発行 （2）第６号 

　ご存じない住民の方が多いと思いますが、町は 20 年後のまちの姿
を視覚化する「グランドデザイン２０４０」（案）について、昨年 11
月下旬、都市計画マスタープランと立地適正化計画との 3本立てで、
住民の意見を広く募集しましたが、意見を提出した住民は僅か 5人と
のことです。
　私の質問・提案と町長の答弁をＱ＆Ａの形で報告します。

　「好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
！
」（
枝
廣
淳
子
著
、

岩
波
新
書
）
を
読
み
ま
し
た
。

　著
者
は
、
全
国
各
地
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
与

し
た
豊
富
な
経
験
か
ら
、
元
気
で
勢
い
の
感
じ

ら
れ
る
、
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
が
あ
る
一
方

で
、
よ
ど
み
感
の
広
が
る
、
活
力
の
な
い
ま
ち

も
増
え
て
お
り
、
ま
ち
に
二
極
化
が
進
み
つ
つ

あ
る
と
し
て
、
今
、
自
治
体
に
問
わ
れ
て
い
る

の
は
、「
地
域
経
営
力
」（
将
来
を
見
据
え
る
力
、

考
え
る
力
、
議
論
す
る
力
、
変
化
を
創
り
出
す

力
、
伝
え
る
力
、
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る
力
）

で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
を

経
営
す
る
の
は
、
首
長
や
行
政
職
員
だ
け
で
な

く
、
議
員
や
住
民
も
共
同
経
営
者
で
あ
る
と
し

た
う
え
で
、
最
悪
の
組
み
合
わ
せ
は
、
①
次
の

選
挙
に
当
選
す
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
首

長
・
議
員 

②
短
期
的
な
自
己
利
益
し
か
考
え

て
い
な
い
住
民 

③
こ
れ
ま
で
ど
お
り
を
や
っ

て
い
る
だ
け
の
行
政
職
員 

の
組
み
合
わ
せ
だ

と
指
摘
し
ま
す
。

　ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
年
少
者
も
含
め

て
「
こ
の
ま
ま
の
な
り
ゆ
き
の
未
来
」
と
「
あ

り
た
い
未
来
」、
今
後
大
き
く
な
っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
課
題
な
ど
を
し
っ
か
り
話
し
合
い
、「
最

悪
の
組
み
合
わ
せ
」
を
「
最
強
の
組
み
合
わ
せ
」

に
変
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
い
と
結
論
付
け
て
い

ま
す
。

　耳
が
痛
い
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
10
年

後
、
20
年
後
の
愛
荘
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

る
と
き
、
町
長
の
も
と
、
職
員
、
議
員
、
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
次
の

世
代
へ
の
責
任
で
す
。

た
か
し
の「
一
言
」

た
か
し
の「
一
言
」

⑵グランドデザイン２０４０について⑵グランドデザイン２０４０について

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯 090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。

た　か　し

も り の 隆 活 動 報 告令和 7 年 11 月 17 日　発行 （2）第 7 号 

　「
知
っ
て
得
す
る
、
す
ご
い
法
則

77
」（
清
水
克
彦
著
、
中
公
新
書
ラ

ク
レ
）
を
読
み
ま
し
た
。
人
間
の
行

動
や
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
77
の
法
則

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
「
ピ
ー
タ
ー
の
法
則
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
１
９
６
９

年
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
教

育
学
者
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
Ｊ
・
ピ
ー

タ
ー
博
士
が
提
唱
し
た
も
の
で
、「
人

は
、
職
場
に
お
い
て
、
能
力
の
極
限

ま
で
昇
進
し
、
最
終
的
に
自
身
の
無

能
さ
が
露
呈
す
る
職
位
（
無
能
レ
ベ

ル
）
に
到
達
し
て
し
ま
う
」、
言
い

換
え
れ
ば
、「
誰
も
が
昇
進
は
す
る

も
の
の
、
各
自
の
能
力
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
に
見
合
う
地
位
に

ま
で
し
か
昇
進
で
き
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
そ
れ
な
り
に
能
力
を
評
価
さ
れ
て

い
た
国
会
議
員
が
、
大
臣
に
就
任
し

た
途
端
、
国
民
へ
の
配
慮
に
欠
け
る

言
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
、

官
僚
と
折
り
合
い
が
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
し
て
、
無
能
さ
を
露
呈
す

る
例
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　
私
も
、
区
長
か
ら
議
員
、
議
員
か

ら
議
長
へ
と
役
割
が
変
わ
っ
て
い
く

中
で
、
無
能
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と

思
う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
自
分
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
と
痛
感
し

た
次
第
で
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
６
年
３
月
定
例
会

で
議
長
を
拝
命
し
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
議
長
就
任
に
当
た
り
、

「
議
会
だ
よ
り
」
で
、
高
橋
副
議
長

と
と
も
に
「
議
会
と
町
執
行
部
に
上

下
関
係
、
主
従
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
元
代
表
制
の
も
と
町
執
行
部
と
対

等
な
機
関
論
争
を
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
今
ま

で
以
上
に
議
会
と
町
執
行
部
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
今
さ
ら
当
た
り
前
の

こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
情
け
な
い
限
り
で
す
。

　
今
、
振
り
返
り
ま
す
と
、
あ
っ
と

い
う
間
の
７
年
８
か
月
で
し
た
。

　
議
会
で
の
活
動
に
集
中
す
る
あ
ま

り
、
皆
さ
ま
に
行
政
の
現
状
や
問
題

点
を
お
伝
え
し
て
、
ご
意
見
を
伺
う

努
力
を
怠
っ
て
い
ま
し
た
。
情
熱
が

空
回
り
し
て
、
議
員
間
の
不
和
を
引

き
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

反
省
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　私
た
ち
の
愛
荘
町
は
来
年
２
月
13
日

で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
、
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
10
年
に
向

け
て
、
心
か
ら
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
を

創
る
た
め
の
「
決
断
」
と
「
実
行
」

で
す
。

　
常
に
「
こ
れ
で
よ
い
の
か
」
と
自

問
自
答
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
、
前

に
進
ん
で
参
り
ま
す
。

森
野
の
本
棚

・令和6年9月：愛知川庁舎へすべての課を集約

・令和6年4月：新保健センターでの業務開始

・令和7年4月：愛の郷が工事のため一時閉鎖、
　　　　　　相談業務等を他施設で対応
・令和8年4月：愛の郷が複合施設としてスタート
・令和8年4月：解体工事のため閉鎖
・令和9年4月：跡地の公園完成
・令和5年7月：解体完了
・令和7年1月：跡地駐車場の舗装完了

9.3 億円

6.0 億円
1.9 億円

▲0.7 億円

 16.5 億円

  3.8 億円
▲0.7 億円

0.2 億円

3.0 億円
0.5 億円

6.7 億円

・職員移動時間ロス
・公用車 2台削減

4.6 億円
0.2 億円

4.8 億円

・改修工事
・増築工事
・その他工事

公園整備

駐車場整備

2.2 億円
2.9 億円
0.8 億円

0.2 億円

0.5 億円

6.5 億円

11.2 億円

0.2 億円

11.3 億円

▲1.2 億円

 21.5 億円

１．秦荘庁舎
　　愛知川庁舎
２．秦荘保健センター
　　愛知川保健センター

３．いきいきセンター
　　愛の郷

４．愛知川公民館
　　町民センター愛知川
５．旧愛知川警部交番
（旧警察官舎を含む）

　　合　計（1年当たり）

令和 4年

５年

6年

７年

計

6

8

5

2

21

93

107

114

54

368

65

68

79

38

250

28

39

35

16

118

26

33

33

16

108

2

6

2

0

10

12 月：湖東三山館あいしょう・指定管理者の指定：否決（賛成 4、反対９）
　　　  中山道愛知川宿街道交流館・指定管理者の指定：否決（賛成 6、反対７）
　9月：旧愛知川警部交番解体工事契約：否決（賛成 2、反対 10、欠席 1）
　　　  令和 4年度一般会計決算：不認定（賛成 4、反対９）
12月：湖東三山館あいしょう・指定管理者の指定：否決（賛成 4、反対９）
　　　 中山道愛知川宿街道交流館・指定管理者の指定：否決（賛成 4、反対 9）
　　　 有村町長に対する問責決議：可決（賛成 11、反対２）
12月：議会議員定数の削減（14人→12人）：可決（賛成 10、反対 3）
　　　 湖東三山館、街道交流館・指定管理者の指定：可決（全員賛成）
　9月：令和 6年度一般会計決算：不認定（賛成 6．反対 7）

（注）１．［スケジュール（予定）］は「公共施設の最適配置」（第 1号、令和 4年 9月）、［期待効果］は「住民説明会資料」（令和4年 7月 23・24日）による。
        ２．金額は四捨五入して億円単位で表示。３．「期待効果の内訳」の合計は【期待効果】と一致しない。

（注）１．「議会だより」（№65～78）によるため、令和 7年は 6月定例会まで。２．［賛否が分かれた議案］の「可決」「否決」には、それぞれ「認定」「不認定」を含む。
　　　３．「主な議案」の令和 7年 9月は新聞記事による。

【期待効果】今後35年間（令和4年～令和38年）で約20億円（毎年約5千万円）。
　（１）コスト削減：約27億円
　　　A．将来更新費：72億円⇒55億円　約16億円　B．維持管理費：32億円⇒26億円　約6億円　C．その他（移動ロス等）：5億円⇒０億円　約５億円
　（２）改修増築費用：約７億円
　（３）期待効果：約20億円（約5千万円/年）

訳内のそびよお果効待期と）定予（ルーュジケスの」置配適最の設施共公「）１表（

（表２）審議された議案件数と主な議案　

スケジュールと期待効果の内訳

施　設　名 スケジュール（予定） 将来更新費 維持管理費 費用
その他

削　減　効　果 改修増築費用

削減額 種　別 工事費（概算）
期待効果

（0.6 億円）

賛否が分かれた議案
計 可　決

全員賛成議案件数計開催回数年
否　決

主　な　議　案

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。
た　か　し

も り の 隆 活 動 報 告令和 7 年 12 月 17 日　発行 （2）第８号 

　「
役
所
の
し
く
み
」（
久
保
田
章
市

著
、
日
経
プ
レ
ミ
ア
シ
リ
ー
ズ
）
を

読
み
ま
し
た
。
大
学
教
授
だ
っ
た
著

者
が
故
郷
の
市
長
に
な
っ
て
、
よ
う

や
く
分
っ
た
役
所
の
仕
組
み
を
豊
富

な
具
体
例
か
ら
解
き
明
か
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
、
首
長
（
し
ゅ
ち
ょ
う
、

都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
を
率
い

る
ト
ッ
プ
）
に
は
、
将
来
、「
あ
の

時
、
や
っ
て
く
れ
た
か
ら
今
日
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
施
策
、
将
来

に
つ
な
が
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」、
そ
し
て
、
首
長
の
一
番
の

仕
事
は
「
決
断
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、

結
果
の
「
責
任
を
取
る
」
こ
と
だ
と

説
き
ま
す
。

　
ま
た
、
首
長
が
勉
強
す
べ
き
こ
と

と
し
て
、
①
郷
土
の
歴
史
・
文
化
・

人
物
に
関
す
る
こ
と 

②
人
生
論
や

組
織
経
営
に
関
す
る
こ
と 

③
新
し

い
知
識
や
施
策
の
ヒ
ン
ト
に
関
す
る

こ
と 

の
三
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
首
長
に
は
、「
な
り
た
い

人
よ
り
、な
っ
て
ほ
し
い
人
」に
な
っ

て
も
ら
う
の
が
理
想
だ
と
結
ん
で
い

ま
す
。

　
一
歩
で
も
理
想
に
近
づ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
続
け
な
け
れ
ば

と
覚
悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

森
野
の
本
棚

グランドデザイン２０４０

2023(令和５)年３月

第2次総合計画
(後期基本計画）
(2023年3月策定）

総人口①

年 2025

21,476

17.2

22.7

20,962

14.5

24.7

514

2.7

▲2.0

2030

21,731

　

16.9

23.0

20,874

　

12.8

25.4

857

4.1

▲2.4

2035

21,832

　

16.5

23.8

20,721

　

12.6

26.8

1,111

3.9

▲3.0

2040

21,801

　

16.3

26.2

20,522

　

12.8

29.2

1,279

3.5

▲3.0

2045

21,687

　

16.2

27.7

20,229

　

12.9

31.1

1,458

3.3

▲3.4

2050

21,512

　

16.0

28.8

19,856

　

12.8

32.5

1,656

3.2

▲3.7

2055

21,255

　

15.8

29.2

19,377

　

12.3

33.0

1,878

3.5

▲3.8

2060

20,890

　

15.6

28.4

18,804

　

11.8

32.8

2,086

3.8

▲4.4

人口目標

年少人口率②

高齢化率③

総人口④

人口目標

年少人口率⑤

高齢化率⑥

第３期みらい創生戦略
(2025年3月策定）

人口減少の加速　①―④

年少人口率低下の加速　②―⑤

高齢化率上昇の加速　③―⑥

（注）１．「総人口」の赤字：人口ピーク 
　　　２．年少人口率：総人口に占める0～14歳人口の割合 ３．高齢化率：総人口に占める65歳以上人口の割合

（注）１．｢前期｣｢後期｣は[第2次総合計画]､｢第2期｣｢第3期｣は
　　　　　[みらい創生戦略]。
　　　２．達成状況は､前期・第2期の「目標値」と後期・第3期の｢現状値｣
　　　　　｢基準値｣を比較して判定。
　　　３．｢判定不能｣は､前期・第2期の目標値が後期・第3期に継続されて
　　　　　おらず､｢現状値｣｢基準値｣が不明のため。

グランドデザイン推進室
（建設・下水道課、みらい創生課）

【将来ビジョン】
「つながりを生む田園空間都市」

【まちの将来像】
「心ふれ愛・笑顔いっぱいの元気なまち」

【10年後のまちの姿】
「愛着と誇り。人とまちが共に輝く みらい創生のまち。」

・概ね20年後(2040年)を見据え、本町のまちづく
　りを進めるにあたっての根本となる考え方を示す。

・地域と行政をつなぐ役割を担う中間支援組織の構
　築・協力のもと、相互の連携・交流による協働の
　まちづくりを実践していく。

2023～2040年

第2次総合計画(後期基本計画）

2023(令和5)年3月

みらい創生課

・｢愛荘町総合計画策定条例｣(2017年3月)に基づき策定
　した本町のまちづくりの最上位計画。

・様々な情報媒体を活用し周知。PDCAサイクルに基づき、
　より効果的・効率的な計画の推進を図るとともに、
　その公表により、町民への説明責任を果たす。

2023～2027年度

【まちの将来ビジョン】
「つながりを生む田園都市空間」

第2次総合計画

目標値
達成状況

達成 未達成 判定不能

前回(前期、第2期)

71(100.0）

54(100.0）

12(16.9）

1( 1.9）

43(60.6）

4( 7.4）

16(22.5）

49(90.7）みらい創生戦略

第3期みらい創生戦略

2025(令和7)年3月

みらい創生課

・｢総合計画｣に掲げる重点戦略プロジェクトの実効
　性を担保するためのアクションプラン。

・重要業績評価指標(KPI)を設定
・PDCAサイクルによる進行管理
・｢みらい創生会議｣において検証。

2025～2027年度

策定時期

担当部署

対象期間

位置づけ

計画の推進

基本目標

（ 表１）まちづくり3計画の概要

（ 表２）人口減少と人口構造の変化（人、％、ポイント） （表３）目標値の達成状況と継続状況（件数、％）

2060年に向け 人口20,000人の維持を目指す

総人口2040年2.0万人の維持、2060年約1.9万人の確保

第2次総合計画

目標値
継続状況

継続 新設

今回(後期、第3期)

71(100.0）

37(100.0）

55(77.5）

5(13.5）

16(22.5）

32(86.5）みらい創生戦略

　
今
、
必
要
な
の
は
、
強
い
信
頼
関

係
に
基
づ
く
「
住
民
と
行
政
の
真
の

協
働
」
で
す
。
い
か
に
立
派
な
計
画

を
立
て
て
も
、
住
民
を
巻
き
込
め
な

け
れ
ば
達
成
は
到
底
ム
リ
で
す
。

　
ま
ず
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
情
報

を
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
広

報
あ
い
し
ょ
う
」
の
誌
面
で
、
毎
月
、

町
長
が
行
政
の
現
状
と
課
題
を
自
分

の
言
葉
で
語
り
掛
け
る
と
と
も
に
、

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」

の
仕
組
み
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し

て
、
平
素
か
ら
ご
意
見
・
ご
要
望
を

汲
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
住
民
と
情
報
を
共
有
し
て
、
住
民

の
意
見
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
批
判

を
恐
れ
ず
堂
々
と
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

優
れ
た
識
見
や
能
力
を
持
つ
住
民
を

敬
遠
す
る
こ
と
な
く
発
掘
し
て
、
そ

の
力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。

　

「
住
民
と
の
協
働
」

　
な
く
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
」な
し
！

　
そ
し
て
何
よ
り
、「
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
、
将
来
に
不
安
が

な
い
ま
ち
」
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
こ
そ
が
住
民
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
愛
荘
町
の
姿
で
す
。

　
過
去
の
施
策
の
延
長
線
上
に
愛
荘

町
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校

の
給
食
費
無
償
化
や
子
育
て
支
援
な

ど
国
の
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
衆

知
を
結
集
し
て
実
現
す
べ
き
で
す
。

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。
た　か　し

も り の 隆 活 動 報 告令和４年４月 24 日　発行 （2）第３号 

　
一
般
質
問
は
3
月
17
〜
18
日
に
実
施
さ
れ
、
議
長
を
除
く
議
員
13
名
の
う

ち
10
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。
議
員
別
の
質
問
内
容
は
、
町
HP
の
「
町
政
・
町

議
会
」
→
〔
一
般
質
問
一
覧
〕
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
私
は
関
連
資
料
を
十
分
読
み
込
み
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
上
で
、
次
の
3

点
に
つ
い
て
根
拠
を
示
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
広
報
あ
い
し
ょ
う
（
２
０
１
９
・

12
、
21
・
12
）
の
記
事
に
基
づ
い
て
、

学
び
の
基
礎
と
な
る
「
読
む
力
」
が

小
中
学
校
で
大
き
く
低
下
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
ま
っ
た
く
読
書
を

し
な
い
」
子
ど
も
が
小
学
校
で
3
割
、

中
学
校
で
6
割
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
原
因
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
と

と
も
に
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
読
書
」
を

宣
言
し
て
い
る
町
と
し
て
、
子
ど
も

も
大
人
も
読
書
の
習
慣
を
付
け
る
施

策
を
進
め
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
今
日
ま
で
の
取
り
組

み
や
課
題
の
検
証
・
総
括
を
行
い
、

新
た
に
5
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

　
2
月
上
旬
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
18
歳
以
上
の
２
０
０
０
名
を
対
象

に
配
布
さ
れ
た
「
第
2
次
愛
荘
町
総

合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
か
か

る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い

て
、「
第
2
次
総
合
計
画
」
と
、
5

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
た
め
に

は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
の

観
点
か
ら
、
①
町
が
公
表
し
て
い
る

接
種
率
の
算
出
方
法
②
3
回
目
接
種

の
目
標
接
種
率
お
よ
び
完
了
予
定
時

期 

③
接
種
率
の
推
移
や
住
民
の
不

安
解
消
の
た
め
の
情
報
公
開
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
は
、
①

町
は
「
接
種
対
象
と
な
る
人
数
」
に

対
す
る
「
接
種
し
た
人
数
」
の
割
合

を
「
接
種
率
」
と
し
て
公
表
し
て
い

る
た
め
、
全
人
口
を
母
数
と
し
た
場

合
は
接
種
率
が
低
く
出
る 

②
接
種

率
の
数
値
目
標
は
掲
げ
て
い
な
い
が
、

完
了
予
定
時
期
は
2
回
目
接
種
最
終

　
最
近
、「
く
じ
引
き
民
主
主
義
」（
吉

田
徹
著
、
光
文
社
新
書
）
と
い
う
本

を
読
み
ま
し
た
。

　
著
者
は
「
地
方
議
員
の
〔
な
り
手

不
足
〕
と
〔
投
票
率
の
低
さ
〕
は
、

地
方
政
治
に
お
け
る
代
表
制
民
主
主

義
が
、
も
は
や
立
ち
い
か
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
喝

破
し
、「
地
方
議
会
で
の
無
投
票
の

割
合
は
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
一
方
だ

ろ
う
」
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　〔
な
り
手
不
足
〕
は
議
員
の
高
齢

化
の
一
因
で
す
。
実
際
、
愛
荘
町

議
会
議
員
の
平
均
年
齢
は
68
・
４
歳

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯 090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから
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た　か　し

た
か
し
の「
一
言
」

た
か
し
の「
一
言
」

①①  

全
国
学
力
・
学
習
状
況

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
と
「
読
む
力
」
の

調
査
結
果
と
「
読
む
力
」
の

向
上
策
に
つ
い
て

向
上
策
に
つ
い
て

②
「
第
２
次
総
合
計
画
（
後

②
「
第
２
次
総
合
計
画
（
後

期
基
本
計
画
）
の
た
め
の
町

期
基
本
計
画
）
の
た
め
の
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
目

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
目

的
と
内
容
に
つ
い
て

的
と
内
容
に
つ
い
て

③③  

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
の
推
移
と
情
報
公
開

接
種
率
の
推
移
と
情
報
公
開

に
つ
い
て

に
つ
い
て

⑵
一
般
質
問

（
R4
・
４
・
1
現
在
）
と
、
改
選
前
の

71
・
9
歳
（
R3
・
12
・
31
現
在
）
に
比

べ
3.5
歳
若
返
り
ま
し
た
が
、
議
員
14

名
の
う
ち
、
私
も
含
め
て
13
名
が
60

歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、

や
や
古
い
数
字
で
す
が
、
２
０
１
５

年
の
国
勢
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
愛

荘
町
住
民
の
平
均
年
齢
は
42
・
2
歳

で
、
県
下
19
市
町
の
う
ち
、
栗
東
市

（
40
・
０
歳
）、
草
津
市
（
41
・
7
歳
）、

守
山
市
（
42
・
1
歳
）
に
次
い
で
第

4
位
の
若
さ
で
す
。

　
ま
た
著
者
は
、
議
員
に
立
候
補
で

き
る
の
は
一
部
の
人
に
限
ら
れ
る
と

い
う
「
不
平
等
感
」
や
、
議
員
は
次

の
選
挙
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
不
信
感
」

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
一
般
住
民

か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
て
選
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
半
ば
強
制
的
に
議
員
へ

の
道
を
開
く「
く
じ
引
き
民
主
主
義
」

も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
考
え
の
是
非
は
と
も
か
く
、

今
回
の
町
議
選
が
無
投
票
に
終
わ
っ

た
我
が
愛
荘
町
に
あ
て
は
ま
る
部
分

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。「
く
じ
引
き
で
選
ん
だ
方
が
マ

シ
」
と
皆
さ
ま
か
ら
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
議
員
の
心
得
を
守
っ
て
精
進

し
な
け
れ
ば
と
、
決
意
を
新
た
に
し

た
次
第
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
温
か
い
ご
支
援
と

と
も
に
、
厳
し
い
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中学校卒業

小学校卒業

保幼卒園
（５才児）

胎児期

乳児期

小学校入学

中学校入学

愛
荘
未
来
を
拓
く
「
教
育
１
６
年
構
想
」

脳脳のの発発達達・・成成長長をを促促すす取取組組  

「「減減メメデディィアア・・親親読読書書」」  

ししななややかかででたたくくままししいい  

心心身身をを育育むむ取取組組  

基基礎礎的的読読解解力力をを  

育育成成すするる取取組組  

自自尊尊感感情情のの育育成成

メメンンタタルルヘヘルルスス予予防防教教育育

キキャャリリアア教教育育

こここころろざざししのの教教育育

豊豊かかななつつななががりり、、

人人権権感感覚覚・・感感性性

（（人人権権教教育育））

温温かかいい親親子子関関係係

家家族族ココミミュュニニケケーーシショョンン

読読みみ聞聞かかせせ、、読読書書のの

「「乳乳幼幼小小中中」」一一貫貫教教育育

メメデディィアアココンントトロロ

ーールルさされれたた生生活活習習

慣慣のの確確立立

豊豊かかななココミミュュニニケケーーシシ

ョョンンをを育育むむ取取組組

（（国国際際理理解解、、外外国国語語等等））

授授業業改改善善（（主主体体的的・・

対対話話的的でで深深いい学学びび

のの充充実実））

個個別別最最適適化化さされれたた学学びび

（（タタブブレレッットトドドリリルル等等

ＩＩＣＣＴＴ機機器器活活用用））

ＲＲＳＳＴＴ等等調調査査にによよ

るる分分析析・・検検証証・・改改善善

「「読読みみ」」「「書書きき」」

にに関関すするる徹徹底底教教

育育

「「一一人人勉勉強強」」

ででききるる力力のの育育成成

「「 」」

「「朝朝読読」」

「「並並行行読読書書」」……

おお母母ささんん、、おお父父ささんんへへ

のの支支援援・・啓啓発発・・教教育育相相

談談活活動動

未来を拓く意欲に満ちた「愛荘っ子」

「「愛愛荘荘ススタタンンダダーードド」」

のの実実践践 ン
を
設
定
す
る
と
し
、
そ
れ
ま
で
の

期
間
は
「
未
来
を
拓
く 

愛
荘
16
年

教
育
」
構
想
に
よ
っ
て
、
お
な
か
の

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の

16
年
間
の
一
貫
し
た「
読
み
聞
か
せ
・

読
書
活
動
」
の
推
進
を
図
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

月
に
住
民
の
意
見
聴
取
（
パ
ブ
コ

メ
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
愛
荘
町

ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
４
０
」
と
の
関
連
お
よ
び
コ
ン

サ
ル
へ
の
委
託
費
用
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
み
ら
い
創
生
課
長
は
、「
総
合
計

画
」
は
長
期
的
な
展
望
の
も
と
町
が

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
示
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
進
め

方
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
長
期
的

な
将
来
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
愛
荘

町
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
「
構

想
」
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
等
を
分
か
り
や
す
く
具
体
的
に
示

す
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
」
と
は
位
置

づ
け
が
異
な
る
と
、
極
め
て
分
か
り

難
い
答
弁
を
し
ま
し
た
。
委
託
料
は

３
１
５
万
７
千
円
と
の
こ
と
で
す
。

日
か
ら
6
か
月
後
の
6
月
初
旬
と
見

込
ん
で
い
る 

③
接
種
率
は
定
期
的

に
更
新
す
る 

と
答
弁
。

　
健
康
推
進
課
長
は
、
③
自
宅
療
養

者
の
家
庭
で
の
過
ご
し
方
や
抗
原
検

査
の
受
け
方
等
に
関
す
る
情
報
を
HP

に
上
げ
て
お
り
、
今
後
も
住
民
の
不

安
解
消
に
努
め
て
い
く
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　
時
間
の
制
約
も
あ
り
、
必
ず
し
も

満
足
で
き
る
答
弁
を
い
た
だ
け
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
も
関
係
各
課
に

出
向
い
て
話
し
合
い
、
前
向
き
な
対

応
を
引
き
出
し
て
参
り
ま
す
。
な
お
、

一
般
質
問
を
含
む
本
会
議
の
模
様
は
、

町
HP
の
「
町
政
・
町
議
会
」
→
〔
録

画
配
信
〕
か
ら
、
ス
マ
ホ
や
PC
で
視

聴
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

教育委員会が示す「未来を拓く愛荘 16年教育」構想

全世帯計
秦荘東
秦荘西
小計
愛知川東
愛知川
小計

高齢化率
22.8%
31.6
24.1
28.4
19.9
19.3
19.5

加入世帯率
74.8%
78.0
75.1
76.8
76.7
73.1
74.5
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皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と
お
り
愛
知
川

区
で
は
、
長
年
続
け
て
き
た
字
民
運

動
会
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
愛
知

川
堤
防
の
草
刈
り
で
は
、
参
加
を
免

除
す
る
高
齢
者
の
み
世
帯
の
年
齢
要

件
を
70
歳
以
上
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

防
災
組
織
の
班
員
に
後
期
高
齢
者
を

充
て
ざ
る
を
得
な
い
町
内
会
も
あ
り

ま
す
。
総
代
か
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
至
る
ま
で
、
役
員
の
人
選
も

大
変
で
す
。

　
行
政
文
書
等
の
配
布
（
毎
月
2
回
、

年
間
24
回
）、社
協
会
費
・
赤
い
羽
根

共
同
募
金
・
緑
の
募
金
等
の
集
金
、ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
（
週
２
〜 

３
回
）も
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。愛
荘
町
に
は
現
在
52
の
自

治
会
が
あ
り
ま
す
が
、ど
こ
も
同
じ

よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
背
景
に
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇
と

自
治
会
加
入
世
帯
率
の
低
下
が
あ
り

　「
地
方
議
員
は
必
要
か
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
著
、
文
春
新

書
）
を
読
み
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

２
０
１
９
年
１
〜
3
月
、
全
国
の
地

方
議
員
３
２
，４
５
０
人
を
対
象
に

実
施
（
回
収
率
５
９
・
６
％
）
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
す
。

　
全
部
で
17
問
あ
る
中
で
、「
政
策

や
活
動
の
優
先
順
位
を
決
め
る
際
に

重
視
す
る
こ
と
」
で
は
、「
自
身
の

意
思
・
考
え
」
と
い
う
回
答
が
、「
と

て
も
重
視
」「
あ
る
程
度
重
視
」
を

合
わ
せ
て
97
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
支
援
者
・
支
援
団
体
の
意
見
」

が
93
％
で
続
き
、「
電
話
・
メ
ー
ル
・

街
頭
活
動
」
は
67
％
と
比
較
的
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
特
に
意

識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
結
果
を
見
て
、
自
分
の
考
え
や

支
援
者
の
意
見
に
偏
っ
て
い
な
か
っ

た
か
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
に
耳
を
傾
け
て
き
た
か
と
自
問
自

答
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
議
会
の
役
割
は
「
自
治
体
と

し
て
の
意
思
を
決
め
る
こ
と
」
で
あ

り
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
首
長
と
議
会

の
二
つ
が
独
立
し
て
対
等
に
向
き
合

う
の
が
二
元
代
表
制
で
す
。
町
の
予

算
を
ど
う
使
う
の
か
、
町
長
が
提
案

す
る
予
算
案
に
修
正
す
べ
き
部
分
は

な
い
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
議
決

す
る
の
は
議
会
で
す
。
町
の
条
例
制

定
や
副
町
長
・
教
育
長
等
の
任
命
に

も
議
会
の
議
決
や
同
意
が
必
要
で
す
。

議
員
と
し
て
、
正
し
い
判
断
が
で
き

る
よ
う
に
、
も
っ
と
も
っ
と
暮
ら
し

た
か
し
の「
一
言
」

た
か
し
の「
一
言
」

の
現
場
を
見
て
、
も
っ
と
も
っ
と
皆

さ
ま
の
生
の
お
声
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
覚
悟
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　
他
に
、「
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
議

員
に
な
り
た
い
か
」
と
い
う
質
問
も

あ
り
、「
そ
う
思
う
」
が
28
％
で
し

た
。「
お
前
は
ど
う
や
」
と
問
わ
れ

て
、「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
ら
「
そ

ん
な
に
議
員
の
仕
事
は
お
い
し
い
の

か
」と
言
わ
れ
、「
そ
う
は
思
わ
な
い
」

と
答
え
た
ら
「
な
ん
で
議
員
に
な
っ

た
ん
や
」と
言
わ
れ
そ
う
で
す
。「
生

ま
れ
変
わ
る
前
に
、
今
は
議
員
の
本

分
を
尽
く
す
の
み
」
が
私
の
答
え
で

す
。

　
先
日
、
コ
ロ
ナ
補
助
金
不
適
切
処

理
問
題
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
き
く

報
道
さ
れ
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る

信
頼
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
行
政
と
住
民
の

強
い
信
頼
関
係
が
何
よ
り
大
切
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
信
頼
さ
れ
る
行

政
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
の
実
現
に

向
け
て
、「
情
熱
で
正
々
堂
々
、
真
っ

向
勝
負
！
」
を
貫
い
て
頑
張
り
ま
す
。

　
ど
う
か
温
か
い
ご
支
援
と
厳
し
い

ご
叱
正
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
加
え
て
、
定
年
延
長
や
勤
務

形
態
の
多
様
化
、
地
域
へ
の
帰
属
意

識
や
連
帯
感
の
希
薄
化
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
地
域
に
お
け
る
共
助
の
力

の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
因
み
に
、
小
学
校
区
別
の
高
齢
化

率
と
加
入
世
帯
率
（
Ｒ
４
・
４
・
１
現

在
）
を
見
る
と
、
別
表
の
と
お
り
、

高
齢
化
率
が
高
い
地
域
で
は
加
入
世

帯
率
も
高
く
、
高
齢
化
率
が
低
い
地

域
で
は
加
入
世
帯
率
も
低
い
傾
向
が

読
み
取
れ
ま
す
。

　
私
は
一
般
質
問
で
、「
自
治
会
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
負
担
を

軽
減
す
る
具
体
策
を
講
じ
る
努
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
提
案
し
ま
し
た

が
、
副
町
長
は
「
区
長
・
総
代
に
就

任
を
依
頼
し
て
い
る
委
員
の
種
類
削

減
（
5
つ
削
減
）
や
町
広
報
の
発
行

頻
度
削
減
（
月
2
回
か
ら
１
回
）
を

行
っ
た
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
声
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
く
」
と
答
え
、「
自
治
会
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
が
住
む

と
こ
ろ
が
な
く
な
る
こ
と
に
等
し

い
」
と
意
味
不
明
な
こ
と
を
言
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
自
治
会
を
対
象
に
、
行

政
か
ら
の
委
託
業
務
へ
の
対
応
の
実

態
や
要
望
、
自
治
会
活
動
に
関
す
る

課
題
等
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
自
治
会
存
続
の
た
め
の
具
体
策

を
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
」
も
提
案
し
ま
し
た
が
、
担
当

課
長
は
「
区
長
訪
問
と
自
治
会
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
自
治
会
の
実

情
を
伺
っ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
予
定
は
な

い
」
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
負

担
が
最
も
大
き
い
末
端
の
実
働
部
隊

で
あ
る
組
長
等
の
生
の
声
を
聴
く
べ

き
で
す
。

　
愛
知
川
区
長
と
し
て
、
組
長
を
含

め
た
役
員
約
90
名
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
行
政
に
自
治
会
存
続

の
た
め
の
具
体
策
を
提
案
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

��
年
後
に
自
治
会︵
町
内
会
︶は

存
続
で
き
る
の
か
？

��
年
後
に
自
治
会︵
町
内
会
︶は

存
続
で
き
る
の
か
？

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯 090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。
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Ｈ
30
年
3
月
か
ら
Ｒ
3
年
６
月
の

間
に
定
例
会
と
臨
時
会
を
合
わ
せ
て

４
０
０
件
を
超
え
る
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
約
７
割
は

「
全
員
賛
成
」
で
、
賛
否
が
分
か
れ

た
議
案
は
約
3
割
で
し
た
。
賛
否
が

分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、
否
決
や
不

採
択
に
な
っ
た
も
の
は
１
割
強
あ
り

ま
し
た
。「
議
会
で
は
、
賛
成
派
と

反
対
派
が
固
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
」
と
の
ご
批
判
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
予
算

特
別
委
員
会
や
決
算
特
別
委
員
会
を

は
じ
め
と
し
て
所
属
す
る
常
任
委
員

会
等
に
お
い
て
、
先
輩
議
員
の
中
で

臆
せ
ず
積
極
的
に
発
言
し
、
議
論
と

　
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

私
が
特
に
重
視
し
て
い
る
の
は
、
国

道
8
号
の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
の
一

助
と
な
る
べ
き
県
道
湖
東
彦
根
線

（
愛
知
川
右
岸
道
路
）
の
早
期
着
工

で
す
。
こ
の
問
題
は
同
僚
議
員
と
と

も
に
町
へ
、
ま
た
県
議
会
議
員
を
通

し
て
県
へ
強
い
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
議
会
も
行
政
も
住
民
の
皆
さ
ま
の

奉
仕
者
で
す
。
年
4
回
発
行
の
「
議

会
だ
よ
り
」
や
毎
月
配
布
さ
れ
る
行

政
の
広
報
誌
・
配
布
物
に
目
を
通
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。
一
般
質
問
の
様
子
は
町
HP
で
生

中
継
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

　
最
後
ま
で
お
読
み
く
だ
さ
い
ま
し

て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

残
り
の
任
期
は
3
か
月
で
す
が
、
今

日
ま
で
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
4
年

間
の
総
仕
上
げ
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
を
ま
と
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
指
導
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

理
解
を
深
め
た
う
え
で
、
大
勢
に
流

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
採
決
に
臨
ん
で

参
り
ま
し
た
。

　
私
が
ど
の
議
案
に
賛
成
し
、
ど
の

議
案
に
反
対
し
た
か
は
、「
議
会
だ

よ
り
」（
№
49
〜
62
）
を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
私
自
身
の
「
議
員
の
心
こ
こ
ろ

得え

」
と
し

て
、
議
員
の
一
言
一
句
は
取
り
も
直

さ
ず
住
民
の
意
見
で
あ
り
、
皆
さ
ま

か
ら
の
声
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
た
だ
単
に
住
民
の
声
の
代

弁
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
一
歩
踏

み
出
し
て
住
民
の
中
に
飛
び
込
ん
で

話
し
合
い
を
重
ね
、
悩
み
と
声
を
汲

み
取
り
な
が
ら
議
論
し
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
、
時
に
は
皆
さ
ま
に
訴

え
、
時
に
は
皆
さ
ま
を
リ
ー
ド
し
て
、

住
民
全
体
の
福
祉
向
上
と
地
域
社
会

の
活
力
あ
る
発
展
の
実
現
に
積
極
的

に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯 090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。

た　か　し

議
決
権
行
使
は
大
勢
に

議
決
権
行
使
は
大
勢
に

流
さ
れ
ず
、
是
々
非
々
で
…

流
さ
れ
ず
、
是
々
非
々
で
…

地
域
の
困
り
ご
と

地
域
の
困
り
ご
と

　
解
決
を
最
優
先
に

　
解
決
を
最
優
先
に

議
会
と
行
政
に
関
心
を

議
会
と
行
政
に
関
心
を

持
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

持
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

努
力
し
ま
す
。

努
力
し
ま
す
。

残
り
の
任
期
は
３
か
月
、

残
り
の
任
期
は
３
か
月
、

最
後
ま
で
し
っ
か
り

最
後
ま
で
し
っ
か
り

頑
張
り
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
。

②②  

日
常
活
動

日
常
活
動

・H30年：財務省へ出向き上野賢一郎副大臣に道路
問題要望（10月）、福井国体アーチェリー
会場を視察（10月）、神奈川県大和市・横浜
市へ先進地研修（11月）

・Ｒ1年：（株）マルマタ様工場近辺の街灯設置、旧Ｎ
ＴＴと矢部医院様間の窪み・伊勢町新幹
線ガード下のアスファルト舗装、東町交
差点にカラー塗装、しろ平老舗様前道路
のカラー塗装

・Ｒ 2 年：県道湖東彦根線（愛知川右岸道路）の早期
着工要請、三重県東員町の農業と福祉の
連携事業を視察（11月）、不飲川改修工事
の推進

・Ｒ 3年：キャリア教育ゲストティチャーin愛知川
東小学校（9月）、不飲川浚渫（11月）、保護
犬猫譲渡制度及び野良猫の不妊去勢手術
を推奨するどうぶつ基金登録への要望

②主な日常活動

本
的
に
賛
成
で
す
が
、
私
は
今
日
ま

で
一
貫
し
て
、
住
民
に
十
分
説
明
し

て
理
解
を
得
て
か
ら
進
め
る
べ
き
と

の
立
場
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
町
長
や
執

行
部
に
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。 

　
第
2
は
、「
商
工
・
観
光
の
振
興
」

に
つ
い
て
で
す
。
ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス

え
ち
と
街
道
交
流
館
ふ
れ
あ
い
本
陣

の
効
率
的
な
活
用
、
企
業
・
工
場
の

誘
致
、
広
域
観
光
の
推
進
を
強
く
訴

え
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
地
域
経

済
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
を

示
し
て
効
果
の
検
証
を
求
め
ま
し

た
。 

　
第
3
は
、「
道
路
・
交
通
」
の
分

野
で
す
。
長
年
の
宿
願
で
あ
る
国
道

8
号
の
渋
滞
解
消
と
愛
知
川
右
岸
道

路
の
早
期
実
現
を
要
望
す
る
と
と
も

に
、
小
学
生
通
学
道
路
の
安
全
対
策

も
求
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
課
題
は
、

い
ず
れ
も
実
現
へ
の
道
の
り
は
遠
く

難
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
今
年

の
9
月
定
例
会
で
は
、
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
へ
町
独
自
の
特
別
給
付
金
支

給
の
請
願
書
を
先
輩
議
員
と
共
同
提

出
し
て
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
か

ら
も
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
同
じ
思

い
を
持
つ
議
員
と
協
力
し
て
、
皆
さ

ま
の
た
め
の
施
策
実
現
に
力
を
注
い

で
参
り
ま
す
。

コ
ン
で
も
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。
私

の
魂
を
込
め
た
一
般
質
問
を
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
議
員
の
数
は
14
名
で
す

が
、
そ
の
平
均
年
齢
は
71
・
9
歳
で
、

62
歳
の
私
が
一
番
年
下
の
〝
若
僧
＂

で
す
。
役
場
の
一
般
行
政
職
の
平
均

年
齢
も
39·

70
歳
（
R2
・
４
・
１
現
在
）

と
決
し
て
若
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
、
10
年
先
、
20
年
先
の
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
、
次
の
世
代
を
担
う
若
い
方
々
の

声
が
届
き
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と

心
配
に
な
り
ま
す
。「
誰
も
が
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
」
と
思
え
る
私
た
ち
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
世
代

の
住
民
が
町
政
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
意
見
を
議
会
や
行
政
に

届
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
私
も
、
今
、
町
で
何
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
、
何
が
課
題
で
、
何
が
問

題
な
の
か
を
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ま

に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

の
生
の
お
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
住
民
の
皆
さ
ま
の
要
望

は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
多
様
化
し
ま

す
。
私
一
人
の
考
え
方
で
は
対
応
に

限
界
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
広
い
も
の

の
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
議
員
仲

間
数
名
と
毎
月
、
勉
強
会
を
開
い
て
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
お
り
ま
す
。

〜人と共存できる環境を〜
野良猫に不妊去勢の出張手術（多賀）

 第３回議会報告会・意見交換会
（R2.11月）

キャリア教育ゲストティーチャー
（愛知川東小学校 6年生）

２つの庁舎に配置している課をすべて愛知川庁舎
に配置（R6.9）、秦荘庁舎には支所を設置。秦荘庁
舎では、今までどおり戸籍や税などの業務に加え、
取扱業務を拡大。1 階は防災倉庫や団体事務所に活
用、2 階はサークル室や多目的ルームなど様々な用
途に利用できる部屋に整備。

・役場庁舎

・福祉施設

・社会教育施設

・旧愛知川警部交番
  警察官舎

・保健センター現在の愛知川保健センターの隣に新しい保健セ
ンターを建設し、健（検)診や各種相談業務を行
う。これまでの業務に加え、子どもや家庭・妊産
婦に関する総合的な支援業務を実施（R6.4）。
秦荘保健センターでは、引き続き地域の健（検)
診等を実施。現在の愛知川保健センターは庁舎
の一部として福祉部門が業務を行う。 

愛の郷の介護保険事業を移転し、いきいきセンター
を総合的な福祉センターとする。愛の郷は社会教育
機能・福祉機能を併せ持つ複合施設として改修
（R7.4 工事のため一時閉鎖、R8.4 複合施設としてス
タート）、現在公民館で活動している方々も利用でき
るようにする。また、生活困窮者自立支援や権利擁護
等の相談業務も引き続き実施。 

愛知川公民館と町民センターは、ともに施設
や設備の老朽化が著しく修繕を繰り返してお
り、このまま施設を安全に利用し続けること
が難しいため解体（R8.4 工事のため閉鎖）。
施設の跡地は公園（R9.4 完成）として活用。
これまで公民館で活動していた方々は、愛の
郷、ハーティセンター秦荘等を利用できる。 

防犯面や安全面、景観面に問題があるた
め建物を解体。跡地は来庁者や職員の駐
車場として整備（R5.7 解体完了、R7.1
舗装完了）。

最適配置の概要（カッコ内は今後の予定）
※全戸配布チラシに準拠

も り の 隆 活 動 報 告 （1）第 4 号 令和４年 11 月 10 日　発行

　
猛
暑
の
夏
も
終
わ
り
心
配
し
た
台
風
も
何
と
か
無
事
に
通
り
過
ぎ
て
、
紅
葉
の
鮮
や
か

な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。日
頃
は
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
3
月
定
例
会
で
は「
職
員
の
給
与
と
定
員
管
理
」
お
よ
び「
自
治
会
・
町
内
会
の
現
状
と

存
続
対
策
」
に
つ
い
て
、
９
月
定
例
会
で
は「
庁
舎
等
公
共
施
設
の
最
適
配
置
の
推
進
」

に
向
け
て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
20
年
後
の
愛
荘
町
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す「
公
共
施
設
の
最
適
配
置
」
と「
自
治
会
・
町
内
会
の
現
状
と
存
続
」
に

絞
っ
て
、
行
政
の
考
え
と
課
題
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ど
う
か
、
最
後
ま
で
お
読
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て

「
議
会
だ
よ
り
」（
№
66
・
67
）
も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　「
公
共
施
設
の
最
適
配
置
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
5
月
の「
議
会
の
大
き
な
賛
同
を
得
て

進
め
ら
れ
る
状
況
に
な
い
。
機
が
熟
し
た
暁

に
は
、
改
め
て
近
づ
い
て
ま
い
り
た
い
」
と

の
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
約
1
年
4
か
月
の

空
白
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く
7
月
23
〜
24

日
に
秦
荘
地
区
・
愛
知
川
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

2
回
、
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
44
名
の

住
民
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
町
長
の
説
明
動
画
が
配
信
さ

れ
、
２
５
０
回（
10
月
21
日
現
在
）
視
聴
さ

れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
愛
荘
町
の
有
権
者

数
は
約
１
６
，５
０
０
人
で
す
。

　
そ
し
て
、「
広
報
あ
い
し
ょ
う
」
10
月
号

か
ら
、
住
民
に
向
け
て「
公
共
施
設
の
最
適

配
置
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
計
画
の
概
要（
別
表
）を
見
る
と
、解
体
・

増
築
・
改
修
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
計
画
は
具
体

的
で
す
が
、
移
動
手
段
や
活
動
場
所
の
確
保

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
対
策
が
具
体
的
に
説
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
最
適
配
置
の
背
景
や
効
果

⑧
昨
年
3
月
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ど
の
よ
う

に
反
映
し
た
の
か
。 

⑨
建
物
の
耐
用
年
数
を
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
る
の
か
。 

⑩
利
用
目
的
を
変
え
れ
ば
長
く
使
え

る
の
で
は
な
い
か
。

　
な
ど
、
説
明
会
で
納
得
で
き
る
回

答
が
で
き
な
か
っ
た
厳
し
い
意
見
・

質
問
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
後
の
説
明
動
画
を
見
て
の

感
想
も
含
め
て
、
住
民
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
・
質
問
の
す
べ
て
を
、
行
政

の
回
答
と
と
も
に
公
表
す
べ
き
で
す
。

　
11
月
号
で
は
、
秦
荘
庁
舎
と
愛
知

川
庁
舎
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
住
民
説
明
会
の
資
料
に
比
べ
簡

単
す
ぎ
て
Ｑ
＆
Ａ
も
な
く
、
住
民
へ

の
情
報
提
供
と
し
て
は
不
十
分
で
す
。

　
行
政
は
、
諸
団
体
の
方
々
と
の
意

見
交
換
の
場
や
約
60
回
の
自
治
会

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で「
合
併
し
た

町
な
の
だ
か
ら
当
た
り
前
」「
い
つ

ま
で
時
間
を
か
け
る
の
か
」「
そ
も

そ
も
今
ま
で
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
が
問
題
」
な
ど
前
向
き
な
理

解
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
が
、

愛
知
川
区
の
自
治
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
最
適
化
の
話
な
ど
、
ま
っ
た
く

出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
公
共
施
設
の
最
適
配
置
の
必

要
性
を
十
分
理
解
し
て
お
り
、
議
会

で
も
基
本
的
に
賛
成
の
立
場
か
ら
発

言
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
の

ま
ま
で
は
10
年
後
、
20
年
後
に
ど
の

よ
う
な
ま
ち
を
目
指
す
の
か
と
い
う

「
ま
ち
の
将
来
像
」
が
ま
っ
た
く
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ス
マ
ホ
が
始
め
て
発
売
さ
れ
た
の

は
２
０
０
８
年
、「
家
族
葬
」
と
い

う
言
葉
が
定
着
し
た
の
は
２
０
１
０

年
頃
、
そ
れ
か
ら
ま
だ
20
年
も
経
っ

て
い
ま
せ
ん
。
社
会
は
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
て
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
公
共
施

設
の
最
適
配
置
だ
け
を
先
に
進
め
よ

う
と
し
て
も
、
住
民
の
理
解
と
納
得

を
得
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
将
来

「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と

後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

建
物
は
壊
し
て
し
ま
え
ば「
お
終
い
」

な
の
で
す
。

　
私
は
一
般
質
問
で
、「
今
回
の
案

を
謙
虚
に
見
直
し
て
、
修
正
す
べ
き

は
修
正
し
、
主
張
す
べ
き
は
主
張
し

て
、
も
う
一
度
住
民
に
説
明
し
て
は

ど
う
か
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
町

長
は「
こ
れ
ま
で
各
委
員
会
を
経
て
、

議
会
と
の
す
り
合
わ
せ
や
意
見
交
換
、

住
民
の
意
見
聴
取
も
踏
ま
え
て
完
成

し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
応
じ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私

た
ち
議
員
に
対
し
て
は「
最
適
配
置

の
背
景
や
必
要
性
を
住
民
の
皆
さ
ま

に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
も
住
民
の
皆
さ

ま
に
計
画
の
内
容
を
十
分
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
知
川
区
の
区
長
と
し
て
、
町
長

を
招
い
て
住
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
と

の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

TEL 0749（42）6074
FAX 0749（42）5574

森野 隆
第4号

発行人
愛知郡愛荘町愛知川744-1

ご

挨

拶

ご

挨

拶

公民館と町民センターは解体して公園に、公民館と町民センターは解体して公園に、
旧警部交番と旧警察官舎も解体して駐車場に!

の
説
明
も
不
十
分
で
、
住
民
か
ら
の
意
見
も

質
問
も
求
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
住
民
説
明
会
で
の
主
な
意
見
・

質
問
」
と
し
て
４
件
を
取
り
上
げ
て
Ｑ
＆
Ａ

の
形
で
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
説
明
会

で
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
質
問
は
少

な
く
と
も
60
件
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、

①
ま
ち
の
将
来
像
や
計
画
の
全
体
像
と
の
関
　

連
が
分
か
ら
な
い
。 

②
公
民
館
や
町
民
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
愛
の

郷
が
果
た
せ
る
の
か
。 

③
秦
荘
庁
舎
の
取
扱
業
務
の
内
容
は
何
か
。

④
東
部
地
域
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。 

⑤
愛
知
川
と
秦
荘
間
の
移
動
手
段
は
ど
う
す

る
の
か
。 

⑥
新
保
健
セ
ン
タ
ー
を
旧
警
部
交
番
と
旧
警

察
官
舎
の
跡
地
に
建
設
し
て
は
ど
う
か
。 

⑦
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
は
最
適
配
置
の
対
象

に
な
ら
な
い
の
か
。 

良
い
の
か
!?

こ
れ
で

2018（H30）実績
2019（R1）　〃
2020（R2）　〃
2021（R3）　〃
2022（R4）推計値

2024（R6）目標値

客数（人）
405,000
386,800
236,000
244,763
254,000

446,000

前年比（％）
115.5
95.5
61.0
103.7
103.8

（対18年比）
110.1％

金額（千円）
247,066
235,964
143,970
149,315
155,000

271,773

前年比（％）
（前年実績不明）

95.5
61.0
103.7
103.8
（同）
110.0%

観光消費額観光入込客数
愛荘町の観光入込客数と観光消費額
年
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ま
ず
、
愛
荘
町
の
「
観
光
物
産
振

興
計
画
」
に
つ
い
て
、
Ｈ
27
年
5
月

と
Ｒ
２
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
2
つ

の
計
画
書
を
読
み
込
み
、
滋
賀
県
観

光
振
興
局
の
各
種
資
料
と
突
き
合
わ

せ
た
う
え
で
、
観
光
入
込
客
数
お
よ

び
観
光
消
費
額
の
推
計
根
拠
、
成
果

指
標
の
設
定
状
況
、
達
成
状
況
の
評

価
基
準
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
商
工
観
光
課
の
答
弁
に
よ
り
ま
す

と
、
観
光
入
込
客
数
と
観
光
消
費
額

は
下
表
の
と
お
り
で
す
が
、
４
年
以

上
前
の
Ｈ
30
年
に
実
施
し
た
「
愛
荘

町
観
光
意
識
調
査
」
を
除
け
ば
、
愛

荘
町
の
基
礎
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、

滋
賀
県
や
近
隣
町
の
デ
ー
タ
を
基
に

推
計
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
滋
賀
県
の
デ
ー
タ
は
、
県
内
全

域
30
地
点
を
対
象
に
し
た
観
光
客
の

実
態
調
査
を
ベ
ー
ス
に
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
30
地
点
に
愛
荘
町

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
1
か
所
も
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
愛
荘
町
の
実
態
が

含
ま
れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
を
使
っ
て

的
確
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
計
画
の
達
成
状
況
に
つ
い

て
も
、
具
体
的
な
成
果
指
標
が
設
定

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
主
観
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
認
め
ま
し
た
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
か
ず
、
成

果
指
標
が
な
い
計
画
は
、
実
効
性
の

な
い
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で
す
。

　
次
に
、「
観
光
振
興
に
関
す
る
町

の
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま

し
た
。

　
町
長
は
、
①
愛
荘
町
に
来
訪
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
観
光
施
策
を
立
案

　「
22
世
紀
の
民
主
主
義
」（
成
田
悠

輔
著
、
Ｓ
Ｂ
新
書
）
を
読
み
ま
し

た
。
著
者
は
、
最
近
テ
レ
ビ
で
よ
く

見
か
け
る
１
９
８
６
年
生
ま
れ
の
36

歳
、
新
進
気
鋭
の
経
済
学
者
・
起
業

家
・
デ
ー
タ
科
学
者
で
す
。
帯
に
書

か
れ
て
い
る
「
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

こ
と
は
、
た
い
て
い
正
し
い

こ
と
は
、
た
い
て
い
正
し
い
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
に
惹
か
れ
て
買
い
ま
し

た
。
著
者
の
持
論
は
「
政
治
家
は
人

間
で
な
く
て
も
よ
い
」で
す
。
①「
間

接
代
議
民
主
主
義
」
に
お
い
て
、
政

治
家
が
担
っ
て
い
る
役
割
は
２
つ
あ

る
。
一
つ
は
、
ど
う
い
う
政
策
を
進

め
る
か
の
意
思
決
定
を
し
、
行
政
機

関
を
使
っ
て
実
行
し
て
い
く
と
い

う
「
調
整
者
・
実
行
者
」
と
し
て
の

役
割
。
も
う
一
つ
は
、
人
の
前
に
出

て
、
あ
る
種
の
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活

動
し
、
何
か
が
起
き
た
と
き
に
は
世

論
の
ガ
ス
抜
き
を
す
る
「
ア
イ
ド

ル
・
マ
ス
コ
ッ
ト
・
サ
ン
ド
バ
ッ

グ
」
と
し
て
の
役
割
だ
。
②
22
世
紀

に
向
け
て
、
前
者
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
置
き
換
え
ら
れ
、
後
者
は
ネ
コ

や
ゴ
キ
ブ
リ
、VTuber

（Virtual 
YouTuber

）
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

た
か
し
の「
一
言
」

た
か
し
の「
一
言
」

成
果
な
き
一
般
質
問
は
、

成
果
な
き
一
般
質
問
は
、

単
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
な
い
！

単
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
な
い
！

の
よ
う
な
仮
想
人
に
置
き
換
え
ら
れ

て
い
く
。
③
そ
も
そ
も
、
現
在
の
よ

う
に
複
雑
す
ぎ
る
社
会
で
は
、
政
治

家
が
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
理
解
し
て
適

切
な
判
断
を
下
す
こ
と
に
は
無
理
が

あ
る
。
数
十
年
先
の
社
会
に
影
響
を

与
え
る
政
策
に
、
結
果
が
出
る
頃
に

は
多
分
亡
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
政

治
家
は
一
体
ど
ん
な
責
任
を
取
れ
る

の
だ
ろ
う
か
？ 

　「
政
治
家
は
人
間
で
な
く
て
も
よ

い
」
と
は
、
私
の
よ
う
な
政
治
家
の

端
く
れ
に
と
っ
て
も
大
変
失
礼
な

「
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
人
間
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
細
や
か
で
優
し
い
心
を
持
っ

て
、
毎
日
の
議
員
活
動
を
し
て
い
る

か
と
わ
が
身
を
振
り
返
っ
た
と
き
、

残
念
な
が
ら
「
正
し
い
」
面
も
あ
る

と
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
人
間
な
ら
で
は
の

「
情
熱
」
を
持
っ
て
、「
正
々
堂
々
、

真
っ
向
勝
負
」
し
て
参
り
ま
す
。
ど

う
か
本
年
も
温
か
い
ご
支
援
と
厳
し

い
ご
叱
正
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
稼
ぐ
力

を
成
長
さ
せ
る
と
と
も
に
、
住
民
の

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
醸
成
等

に
よ
り
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
た

い 

②
観
光
振
興
は
、
ま
ず
、
住
民

が
地
域
資
源
を
楽
し
み
、
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
、
そ
の
こ
と
で
、
町
外
の

方
も
心
を
動
か
さ
れ
、
町
へ
の
来
訪

に
も
つ
な
が
る
と
夢
の
よ
う
な
建
前

論
を
言
う
だ
け
で
、
具
体
策
を
示
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
全
国
に
は
、愛
荘
町
が
宝
（
強
み
）

と
し
て
い
る
自
然
景
観
、伝
統
工
芸
・

農
業
、
歴
史
・
文
化
遺
産
を
超
え
る

一
流
の
観
光
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
中
山
道
や
金
剛
輪
寺
を
核
と
し

た
従
来
の
観
光
施
策
が
何
十
年
も
の

間
、
結
果
を
出
せ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
今
ま
で
の
施
策
に
無
理
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
観
光
は
、
貯
蔵
も
輸
送
も
機
械
化

も
で
き
な
い
、
人
間
に
し
か
で
き
な

い
「
お
も
て
な
し
」
で
あ
り
、
も
と

も
と
生
産
性
は
低
く
、
観
光
産
業

で
稼
ぐ
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
観
光
物
産
振
興
計
画
に
は

「
絵
空
事
で
は
な
く
」
と
い
う
文
言

が
あ
り
ま
す
。

　
愛
荘
町
の
観
光
が
目
指
す
べ
き
も

の
を
、
経
済
の
活
性
化
や
町
財
政
へ

の
寄
与
な
ど
の
「
経
済
効
果
」
か
ら
、

地
域
の
暮
ら
し
・
文
化
・
歴
史
・
環

境
を
守
る
「
非
経
済
効
果
」
へ
と
転

換
し
て
、生
産
、加
工
、販
売
、教
育
、

福
祉
、
脱
炭
素
な
ど
、
東
部
地
域
の

活
性
化
と
と
も
に
、
誰
も
が
い
き
い

き
と
地
域
で
暮
ら
し
、
と
も
に
働
き
、

と
も
に
活
動
す
る
共
生
社
会
づ
く
り

に
繋
げ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
町
長
は
、「
経
済
効
果
」

と
「
非
経
済
効
果
」
は
択
一
的
な
も

の
で
は
な
く
、
と
も
に
深
化
・
成
長

さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
述
べ
る
だ
け
で

し
た
。

　「
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得

ず
」
で
す
。
今
こ
そ
時
代
の
潮
流
を

見
極
め
、
的
確
な
方
針
と
客
観
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
計
画
に
よ
っ
て
、

「
身
の
丈
に
合
っ
た
、
無
理
し
な
い
」

観
光
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

　
私
の
力
不
足
の
た
め
、
ど
ち
ら
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
行
政
か
ら
前
向

き
な
答
弁
も
行
動
も
引
き
出
せ
な
い

ま
ま
、
時
間
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

実
効
性
あ
る
計
画
策
定
と

﹁
身
の
丈
に
合
っ
た
︑無
理
し
な
い
﹂観
光
を
！

実
効
性
あ
る
計
画
策
定
と

﹁
身
の
丈
に
合
っ
た
︑無
理
し
な
い
﹂観
光
を
！

　
成
果
な
き
一
般
質
問
は
、
単
な
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

諦
め
る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と

勉
強
し
て
、
行
政
か
ら
前
向
き
で
、

具
体
的
な
行
動
を
引
き
出
す
活
動
を

粘
り
強
く
続
け
て
参
り
ま
す
。

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯 090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。

た　か　し

反省と決意

次の３施策について、過去1年間における主な実施・進捗状況と成果および今後の課題・対策

①「減メディア・親読書」：幅広い広報、毎日朝8時から学校図書館を開館して本の貸出し・
紹介、妊産婦や父親になる方を対象に絵本の読み聞かせ実演や本の紹介、幼稚園・保育
園・小学校での出張おはなし会の実施、読書記録活動「読書でガチャコン」、小学校低学
年の学級文庫の充実等々、環境を整備した。
②読書活動の実態把握：全年齢を対象とした調査は例がなく実施が困難。町内全小中学生
対象の読書調査（昨年５月、教育委員会）結果によると、「1か月間に1冊以上本を読んだ
児童・生徒」の割合は、小学生で98.2％、中学生で79.1％。

③「まちじゅう読書の宣言」：今日までの検証、今後の具体的方策を盛り込んだ図書館計画
および子ども読書推進計画について、R6年4月の策定に向けて、図書館協議会でご議論
いただいており、R5年度には答申をいただく予定。まちじゅう読書の取り組みについて
は、町の誇りとの評価をいただいている。

①「やったこと」を数多く挙げるだけで、進捗状況・成果、今後の課題・対策については何も
答えませんでした。
②全年齢対象調査が困難なら、「まちじゅう読書の宣言」の達成状況をどのように検証す
るのでしょうか。また、教育委員会調査では「1か月間に1冊以上本を読んだ」割合が、小
学生でほぼ100％、中学生で8割と高いにもかかわらず、なぜ、全国学力・学習状況調査
では「全く読書をしない」の割合が、小学校で33.9％、中学校で50.5％となるのでしょ
うか。異なる調査の結果を引用する際は、調査方法、調査対象、質問文、回答選択肢等を

明らかにして、比較の正当性を説明しなければなりません。
③宣言（H21.3.5）から14年経過して、まだ検証していなかったとは信じられないことで
す。図書館計画および子ども読書推進計画だけでなく、まちじゅう読書を広げる計画を
立てるべきです。

①「学力の低下」と②「将来の夢や目標を持っていない児童・生徒の増加」の要因と対策

①「学力の低下」については、今後も、漢字学習、読解力ドリル、タブレットドリル等を活用
して取り組んでいく。「減メディア・親読書」の取組を一層推進して、家庭での学習時間
の確保や、読書により読解力のベースとなる力の向上等を図っていく。学力向上担当教
員による「学ぶ力向上推進リーダー会」を立ち上げ、町独自の「書くことパワーアップ問
題」の作成や「愛荘16年教育」の取組を重ねる。
②「将来の夢や目標を持っていない児童・生徒の増加」については、人権に関する町民意識
調査（R4.11～12）結果によれば、同じ質問で肯定的に回答した児童・生徒の割合は、小
学校で82.2%、中学校で71.4%であり、4月時点に比べ少し上昇しており、将来の夢や
目標が持てるような機会が、少しずつ構築されているのではないかと捉えている。

①今までの対策が学力の向上をもたらしていないのですから、その延長線上の対策に
は期待できません。
②否定的な回答の割合を見ると、全国学力・学習状況調査では小学校で21.0％、中学校
で34.7％と、町民意識調査の小学生17.8%、中学生28.6%（単純計算）に比べ3～6ポ
イント高い。異なる調査を持ち出して弁解するのではなく、謙虚に現状を受け入れ
て、速やかに的確な対策を講じるべきです。

子どもの教育に取り組む全町的組織の立ち上げと施策およびアクションプ
ランの策定

R5年度、専門家を中心に「教育支援プログラム検討委員会」（仮称）を立ち上げ、教育支援
の取組を推進していく。「愛着と誇りを醸成していくためのキャリア教育事業」を展開し、
愛荘の地から様々に活躍していける人材の育成を目指していく。

今、急ぐべきは基礎的学力の低下を食い止めて、速やかに向上へ転じることです。このよ
うな答弁で、保護者の方に納得していただけるでしょうか。

M

M

私の質問　　 教育長の答弁 　 提案　　問題点

そ
し
て
森
野 

隆

　

（
議
案
審
議
）

愛
荘
町
の
行
政
と
議
会
︑
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い
つ
し
か
葉
桜
の
季
節
を
迎
え
、

青
空
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
日
も
目
の

前
で
す
。
日
頃
は
格
別
の
ご
支
援
を

賜
り
、
あ
り
が
た
く
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
い
つ
も
「
か
わ
ら
版
」

を
お
読
み
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
3
月
定
例
会
で
は
、
町
長
が
上
程

　
一
昨
年
4
月
の
臨
時
会
で
、
町
長

は
「
議
員
の
賛
成
を
得
る
見
込
み
が

立
た
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、
庁
舎

等
の
集
約
に
関
す
る
補
正
予
算
案
の

提
出
を
断
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

２
年
近
く
の
間
、
何
ら
議
会
と
の
協

議
・
討
論
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
3

月
定
例
会
に
再
び
、
新
保
健
セ
ン

タ
ー
建
設
お
よ
び
交
番
跡
地
の
駐
車

場
整
備
関
連
を
含
む
令
和
5
年
度
当

初
予
算
案
を
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
澤
田
源
宏
議
員
と
と
も
に
、

関
連
事
業
費
の
う
ち
約
7
億
５
，７

０
０
万
円
を
減
額
す
る
修
正
動
議
を

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
提
出
し

ま
し
た
。
理
由
は
、
①
新
保
健
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
４
月

に
庁
舎
統
合
予
算
を
取
り
下
げ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
10
月
に
建
築

確
認
申
請
し
建
築
確
認
を
取
得
し

た
こ
と 

②
交
番
跡
地
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
、
官
舎
用
地
１
，４
２
０
㎡

を
新
た
に
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、

跡
地
が
４
，６
０
０
㎡
か
ら
６
，０
０

０
㎡
へ
1.3
倍
に
拡
大
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
約
80
本
の
基
礎
杭
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
解
体
す
る
な
ど
、
職
員

用
を
メ
イ
ン
と
し
た
駐
車
場
以
外
の

有
効
活
用
を
考
え
て
い
な
い
こ
と 

③
秦
荘
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
支
所
業

務
だ
け
で
な
く
有
効
活
用
の
余
地
が

あ
る
こ
と 

で
す
。

　
一
部
の
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
議
員
名
：
敬
称
略
、
議

員
議
席
番
号
順
）

　
3
月
13
日
：
予
算
・
決
算
特
別
委

員
会
（
村
田
議
長
を
除
く
全
議
員
13

名
で
構
成
）

　
修
正
案
：
可
決
（
賛
成
６
：
澤

田
、
森
野
、
上
田
、
外
川
、
瀧
、
辰

己
。
反
対
６
：
久
保
田
、
小
菅
、
中

川
、
高
橋
、
河
村
、
竹
中
。
賛
成
と

反
対
が
同
数
の
た
め
、
村
西
委
員
長

採
決
に
よ
り
可
決
）

　
3
月
16
日
：
村
田
議
長
、
任
期
を

残
し
て
辞
職
願
を
提
出
。

　 

　
3
月
24
日
：
本
会
議

　
議
長
選
：
1
回
目
、
村
西
7
票
、

河
村
5
票
、
白
票
２
票
。
村
西
氏
辞

退
。
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
。
再

度
、
議
長
選
へ
。

2
回
目
、
村
西
7
票
、
河
村
7
票
。

同
数
の
た
め
、
く
じ
引
き
の
結
果
、

河
村
氏
当
選
。
河
村
氏
辞
退
。
議
会

運
営
委
員
会
を
開
催
。
こ
れ
以
上
の

混
乱
を
避
け
る
た
め
、
１
回
目
に
7

票
を
取
っ
た
村
西
氏
に
お
願
い
し
て
、

議
長
を
受
け
る
こ
と
を
承
諾
い
た
だ

い
た
う
え
で
、
3
回
目
の
議
長
選
へ
。

3
回
目
、
村
西
13
票
、
白
票
1
票
。

村
西
氏
就
任
。

　
修
正
案
：
否
決
（
賛
成
６
：
澤

田
、
森
野
、
上
田
、
外
川
、
瀧
、
辰

己
。
反
対
７
：
久
保
田
、
小
菅
、
中

川
、
村
田
、
高
橋
、
河
村
、
竹
中
）。

　
R5
年
度
当
初
予
算
案
：
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

　

 

　
修
正
案
は
、
予
算
・
決
算
特
別
委

員
会
で
可
決
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
議
長
は
中
立
性
を
保
つ
た
め

に
採
決
に
加
わ
れ
な
い
」
こ
と
を
逆

用
し
た「
議
長
職
の
押
し
付
け
合
い
」

の
結
果
、
賛
成
派
が
1
名
減
り
、
反

対
派
が
1
名
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
会
議
で
は
逆
転
、
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　広報 12 月号を読まれた保護者の方から、かわら版にお手紙をい
ただきました。「点数に一喜一憂する訳ではないが、愛荘町の平均
点は、全国を大幅に下回る滋賀県平均と比べても、更に低い傾向が
長年続いている。毎年、対策が公表されるが、長い間、具体的な成
果が表れていないのは、根本的な分析や効果的な取り組みがなされ

TEL 0749（42）6074
FAX 0749（42）5574
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良
い
の
か
!?

こ
れ
で

し
た
38
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
が
、そ
の
中
で
最
大
の
議
案
が「
令

和
5
年
度
一
般
会
計
予
算
案
」
で
し

た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
」
と
「
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
」 

を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
4
月
末
に
町
HP

で
公
開
予
定
の
「
議
会
動
画
配
信
」

も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
町
長
が
尽
く
し
た
と
言
わ
れ
る

「
議
論
」は
、議
論
で
は
な
く
「
説
明
」

と
「
報
告
」
で
す
。
だ
か
ら
、予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
で
多
く
の
委
員
か

ら
様
々
な
質
問
が
噴
出
し
て
、
賛
否

が
分
か
れ
た
の
で
す
。

　
私
は
当
初
か
ら
、
庁
舎
等
の
集
約

に
は
大
賛
成
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く

着
手
す
べ
き
と
の
立
場
で
す
が
、
町

長
の
議
論
を
封
じ
る
進
め
方
に
は
問

題
が
あ
る
と
思
っ
て
修
正
案
に
賛
成

し
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
は
、
こ
の
経
緯
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
が

あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
な
い
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

問
題
を
行
政
と
議
会
の
「
コ
ッ
プ
の

中
の
嵐
」
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

住
民
不
在
の
多
数
派
工
作
に
終
わ
っ

た
最
大
の
原
因
は
、
町
長
の
議
会
に

対
す
る
説
明
不
足
に
加
え
、
私
た
ち

議
員
が
「
計
画
の
問
題
点
を
住
民
に

伝
え
て
意
見
を
聴
き
、
行
政
と
議
論

す
る
」
と
い
う
努
力
を
怠
っ
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
こ
れ
で
良

い
の
か
！
森
野 

隆
」
で
す
。
大
い

に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
住
民
本
位
の
議
論
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
も
う

一
度
、
一
か
ら
出
直
す
つ
も
り
で
、

真
剣
に
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
厳
し
い
ご
意
見
と
ご
叱

責
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ていないためと言わざるを得ない」という厳しい内容でした。
　過去 3 年間の調査結果を詳しく見ますと、例えば「国語」では小・
中学校ともに、すべての項目で正答率が全国最下位の県平均を下回
るとともに、平均正答率も県との差が前年に比べて拡大しており、

「学力の低下」がはっきり見てとれます。また、「将来の夢や目標を
持っているか」との質問に対して、小学 6 年生の 5 人に 1 人、中学
3 年生の 3 人に 1 人が否定的な回答をしているだけでなく、その割
合が前年に比べて増えており、「将来の夢や目標を持っていない子
どもの増加」が明らかです。
　私の質問・提案と教育長の答弁をＱ＆Ａの形で報告します。

子どもの教育とまちづくり子どもの教育とまちづくり
⑴全国学力・学習状況調査結果と子どもを
　育む全町的取り組みの必要性について

（
一
般
質
問
）

良
い
の
か
!?

こ
れ
で

ご
挨
拶

ご
挨
拶

も り の 隆 活 動 報 告 （1）第 7 号 令和 7 年 11 月 17 日　発行

　
長
か
っ
た
酷
暑
の
夏
も
よ
う
や
く

終
わ
り
、
金
剛
輪
寺
の
紅
葉
が
鮮
や

か
に
色
づ
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

日
頃
は
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
四
月
に
第
六
号
を
発
行

し
て
か
ら
二
年
七
か
月
も
の
間
、
ご

無
沙
汰
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

間
、「
次
は
い
つ
出
す
の
か
」「
早
く

出
し
て
ほ
し
い
」
と
の
あ
り
が
た
い

　
町
は
令
和
３
年
２
月
、「
未
来
を

見
据
え
、
今
後
も
よ
り
活
気
の
あ
る

町
と
な
る
よ
う
、
ま
た
住
民
福
祉
の

向
上
に
向
け
た
施
策
の
推
進
の
た
め

に
も
、
合
併
の
目
的
で
あ
っ
た
効
率

的
な
行
政
の
実
現
に
真
摯
に
向
き
合

う
こ
と
が
町
の
重
要
な
課
題
」
と
し

て
、『
庁
舎
等
公
共
施
設
の
最
適
配

置
に
つ
い
て
』
と
題
し
た
計
画
の
概

要
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
４
年
に
は
、
７
月
に
２
会
場
で

住
民
説
明
会
を
開
催
、
９
月
か
ら
翌

年
２
月
に
か
け
て
広
報
あ
い
し
ょ
う

に
特
集
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
今
、
改
め
て
そ
の
内
容
と
現
状
を

見
比
べ
て
み
ま
す
と
、
既
に
皆
さ
ま

が
お
気
づ
き
の
と
お
り
、
計
画
ど
お

り
に
進
ん
で
い
る
部
分
と
遅
れ
て
い

る
部
分
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

　
例
え
ば
、
新
保
健
セ
ン
タ
ー
は
計

画
か
ら
３
か
月
遅
れ
た
も
の
の
、
令

和
６
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
秦
荘

庁
舎
と
愛
知
川
庁
舎
の
集
約
も
同
年

９
月
に
す
べ
て
の
課
（
窓
口
）
が
本

庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
て
計
画
ど
お

り
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
本
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
愛
の
郷
の
改
修
工
事
は
未
着
手

で
す
。
来
年
４
月
に
解
体
工
事
の
た

め
閉
鎖
予
定
の
愛
知
川
公
民
館
で
行

わ
れ
て
い
る
愛
荘
町
国
際
交
流
協
会

の
「
英
会
話
ク
ラ
ブ
」「
ヨ
ガ
教
室
」

「
け
ん
玉
教
室
」
や
文
化
協
会
の
「
気

功
と
太
極
拳
」
な
ど
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
移
行
計
画
が
ま
だ

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
既
に
解
体
さ

れ
て
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
旧
愛
知

川
警
部
交
番
跡
地
は
、
計
画
で
は
来

庁
者
等
の
駐
車
場
確
保
の
た
め
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
来
庁
者
用
は
僅

か
10
台
分
で
、
残
り
は
す
べ
て
職
員

の
駐
車
場
と
な
っ
て
お
り
、
未
舗
装

お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
期
待
に
お
応
え
で
き
ず
、
誠
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ご
報
告
す
べ
き
こ
と
は
山
ほ
ど
ご

ざ
い
ま
す
が
、
特
に
皆
さ
ま
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
三
つ
に
絞

り
、「
ど
う
な
っ
て
る
の
?!
」
と
題

し
て
、
現
在
の
状
況
と
問
題
点
を
お

伝
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ど
う
か
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ

き
、
ご
意
見
や
ご
感
想
、
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

の
ま
ま
で
す
。

　
ま
た
、
最
適
配
置
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
期
待
効
果
を
令
和
４
年
か

ら
35
年
間
で
約
20
億
円
、
毎
年
５
千

万
円
と
見
込
ん
で
、
施
設
別
の
内
訳

も
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
既
に
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た
、

①
秦
荘
庁
舎
・
愛
知
川
庁
舎 

②
秦

荘
保
健
セ
ン
タ
ー
・
愛
知
川
保
健
セ

ン
タ
ー 

⑤
旧
愛
知
川
警
部
交
番
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
績
（
削
減
効
果
、

改
修
増
築
費
用
）
を
示
す
べ
き
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
世
の
中
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
む
計
画
な
ど
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ

の
後
の
情
勢
変
化
に
対
応
し
て
柔
軟

に
修
正
し
て
い
く
の
は
当
然
で
す
。

た
だ
、
修
正
し
た
ら
、
そ
の
内
容
と

理
由
お
よ
び
修
正
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
住
民
に
報
告
す
べ
き
で
す
。
４

年
前
に
あ
れ
だ
け
華
々
し
く
打
ち
上

げ
た
計
画
な
ら
な
お
さ
ら
で
す
。

　
議
会
を
構
成
す
る
議
員
は
、
行
政

を
代
表
す
る
町
長
と
同
じ
く
、
住

民
か
ら
選
ば
れ
て
お
り
、
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
い
う
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
町
長
が
提
出

し
た
議
案
に
対
し
て
「
是
々
非
々
」

の
立
場
で
審
議
し
て
初
め
て
健
全
な

行
政
運
営
が
実
現
す
る
の
で
す
。

　
令
和
４
年
３
月
か
ら
本
年
６
月
の

間
に
議
会
は
臨
時
会
を
含
め
21
回
開

催
さ
れ
、
３
６
８
件
の
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
賛
否
が

分
か
れ
た
議
案
は
１
１
８
件
で
全
体

の
約
３
割
で
す
。（
表
２
）

「
湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ
う
、
中
山

道
愛
知
川
宿
街
道
交
流
館
・
指
定
管

理
者
の
指
定
」
や
「
旧
愛
知
川
警
部

交
番
解
体
工
事
契
約
」
が
否
決
さ
れ
、

「
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
」
や

「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
」
が

不
認
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
と
っ
て
重
要
な
議
案
が
議
会

で
否
決
・
不
認
定
と
さ
れ
る
こ
と
は

決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
全
員
協
議
会
や
関
連
す
る
常

任
委
員
会
で
十
分
審
議
を
尽
く
し
て
、

ベ
ス
ト
な
形
で
上
程
す
べ
き
で
し
た
。

　　
ま
た
、
議
会
は
、
令
和
５
年
12
月

定
例
会
で
「
有
村
町
長
に
対
す
る
問

責
決
議
」
を
可
決
し
ま
し
た
。
理
由

と
し
て
、
①
議
会
に
対
し
て
丁
寧
な

説
明
が
な
い 

②
職
員
不
足
へ
の
対

応
が
不
十
分 

③
自
治
基
本
条
例
推

進
委
員
会
や
入
札
監
視
委
員
会
が
規

定
ど
お
り
開
催
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年

７
月
に
は
町
長
に
「
町
政
運
営
に
対

す
る
抗
議
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
私
、
森
野
隆
は
平
成
30
年
２
月
、

「
情
熱
は
誰
に
も
負
け
な
い
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
58
歳
で
初
め
て
町
議

会
議
員
に
立
候
補
、
お
陰
様
で
８
０

４
票
を
い
た
だ
き
、
第
２
位
で
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
二
期
目
は
令
和
４
年
２
月
、「
情

熱
で
正
々
堂
々
、
真
っ
向
勝
負
」
を

掲
げ
、「
皆
さ
ま
の
、
暮
ら
し
の
現

場
を
見
ま
す
、
生
の
お
声
を
聴
き
ま

す
、
ご
要
望
に
応
え
ま
す
」
と
訴
え

て
立
候
補
、
無
投
票
で
再
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
な
っ
て
る
の
?!

ど
う
な
っ
て
る
の
?!

公
共
施
設
の
最
適
配
置

そ
の
１

議
会
と
行
政

そ
の
２

議
員 

も
り
の
隆

そ
の
３
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理
由
は
「
議
会
軽
視 

」
で
す
。

　
し
か
し
、「
町
長
が
悪
い
」
と
批

判
し
て
い
る
だ
け
で
は
行
政
が
停
滞

し
、
迷
惑
す
る
の
は
住
民
の
皆
さ
ま

と
間
に
立
つ
行
政
職
員
で
す
。

　　
来
年
２
月
の
町
議
選
か
ら
、
議
員

定
数
が
14
人
か
ら
12
人
へ
２
人
削
減

さ
れ
ま
す
が
、
議
員
に
求
め
ら
れ
る

の
は
「
量
よ
り
質
」
で
す
。
一
人
ひ

と
り
の
議
員
が
も
っ
と
政
策
を
勉
強

し
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
い

て
、
行
政
と
真
っ
当
な
議
論
が
で
き

る
「
議
員
力
」
を
身
に
付
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と

な
り
、
皆
さ
ま
に
は
お
忙
し
い
毎
日

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
愛
荘
町
の
町
長
選
挙
・

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
来
年
２
月

17
日
告
示
、
22
日
投
開
票
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
町
長
と
議
員
は
、
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
、
ま
ち
づ
く
り
を
任
せ
る
住
民

の
代
表
で
す
。
今
ま
で
の
実
績
と
こ

れ
か
ら
の
公
約
を
見
極
め
て
、「
な

り
た
い
人
よ
り
、な
っ
て
ほ
し
い
人
」

を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
11
月
に
第
７
号
を
発
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
数
多
く
の

ご
意
見
や
ご
感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
短
く
要
約
し
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
町
長
選
出
馬
表
明
の
新
聞
記
事
を

拝
見
し
ま
し
た
。
な
ぜ「
か
わ
ら
版
」

で
も
立
候
補
表
明
を
し
な
い
の
で
す

か
。

◦
町
長
選
に
出
馬
表
明
さ
れ
た
英
断

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
議
員
さ
ん
、

職
員
さ
ん
と
の
意
思
疎
通
が
図
れ
て

い
な
い
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
決
断

と
実
行
に
期
待
し
ま
す
。

◦
是
非
と
も
当
選
し
て
、議
会
と
連
携
・

協
調
し
、
新
し
い
愛
荘
町
を
創
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
、
秦
荘
に
も
光

を
当
て
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い

ま
す
！

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
職

選
挙
法
に
よ
る
制
約
が
あ
り
、
活
動

報
告
に
は
書
い
て
は
い
け
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
お
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て

頑
張
り
ま
す
。

　
愛
荘
町
に
は
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
計
画
と
し
て
、
①
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
（
以
下

「
Ｇ
Ｄ
」） 

②
第
２
次
総
合
計
画
・
後

期
基
本
計
画
（「
総
計
」）
③
第
３
期

み
ら
い
創
生
戦
略
（「
戦
略
」）
の
３

つ
が
あ
り
ま
す
。
策
定
時
期
は
、
そ

れ
ぞ
れ
令
和
5
年
3
月
、
令
和
５
年

３
月
、令
和
７
年
３
月
で
す
。（
表
１
）

　「
Ｇ
Ｄ
」
は
概
ね
20
年
後
（
２
０

４
０
年
）
を
見
据
え
、
本
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
根

本
と
な
る
考
え
方
を
示
す
も
の
、「
総

計
」
は
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
目

指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
出
す
と

と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
を
示
す
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

最
上
位
計
画
、「
戦
略
」
は
「
総
計
」

に
掲
げ
る
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
総
計
」
で

は
［
ま
ち
の
将
来
像
］
と
し
て
「
心

ふ
れ
愛
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な

ま
ち
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向

け
、［
10
年
後
の
ま
ち
の
姿
］
を
「
愛

着
と
誇
り
。
人
と
ま
ち
が
共
に
輝
く 

み
ら
い
創
生
の
ま
ち
。」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
一
方
、［
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
］
と
し
て
、

「
Ｇ
Ｄ
」
で
は
「
つ
な
が
り
を
生
む

田
園
空
間
都
市

0

0

0

0

」、「
戦
略
」
で
は
「
つ

な
が
り
を
生
む
田
園
都
市
空
間

0

0

0

0

」
と

あ
り
ま
す
。
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
な
い

の
な
ら
、
そ
の
違
い
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
べ
き
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
大
前
提
と
な

る
【
将
来
人
口
】
に
つ
い
て
、「
総

計
」
で
は
ピ
ー
ク
を
２
０
３
５
年
と

し
、
同
年
の
人
口
を
２
万
１
８
３
２

人
と
予
測
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
年

後
に
策
定
し
た
「
戦
略
」
で
は
ピ
ー

ク
を
２
０
２
５
年
へ
10
年
前
倒
し
し

て
、
２
０
３
５
年
の
人
口
も
２
万
７

２
１
人
へ
１
１
１
１
人
下
方
修
正
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、【
人
口
目
標
】
も
「
総
計
」

で
は
「
２
０
６
０
年
に
向
け
、 

人
口

２
万
人
の
維
持
」
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
が
、「
戦
略
」
で
は
「
２
０
４

０
年
２
万
人
の
維
持
、
２
０
６
０
年

約
１
・
９
万
人
の
確
保
」
と
目
標
値

を
大
幅
に
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
年
少
人
口
率
が
低
下
、
高
齢
化

率
は
上
昇
し
、
人
口
構
造
が
変
化
し

ま
す
。（
表
２
）

　
人
口
減
少
は
働
き
手
を
減
ら
し
、

　
最
上
位
計
画
の
「
第
２
次
総
合
計

画
（
前
期
）」
は
、
第
１
期
有
村
町

政
発
足
直
後
の
平
成
30
年
９
月
に
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
年
後
の
令
和
５
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
「
後
期
基
本
計
画
」
で
は
、

前
期
計
画
で
示
し
た
71
の
施
策
指
標

の
達
成
状
況
を
検
証
し
な
い
ま
ま
、

後
期
目
標
と
し
て
71
指
標
（
継
続
55
、

新
設
16
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
総
計
」
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
位
置
づ
け
ら
れ
る「
戦
略
」

で
も
同
様
に
、
第
２
期
で
示
し
た
54

の
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

の
達
成
状
況
を
示
す
こ
と
な
く
、
第

３
期
目
標
と
し
て
37
の
指
標
（
継
続

５
、
新
設
32
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
定
の
基
準
を
定
め
て
、
継
続
し

た
指
標
に
つ
い
て
達
成
状
況
を
検
証

し
た
と
こ
ろ
、「
総
計
」
で
は
「
達

成
12
、
未
達
成
43
、
判
定
不
能
16
」、

「
戦
略
」
で
は
「
達
成
１
，未
達
成
４
、

判
定
不
能
49
」
と
、
い
ず
れ
も
殆
ど

達
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
表
３
）

　「
総
計
」
に
は
「
主
要
施
策
な
ど

の
進
捗
状
況
の
把
握
、
分
析
、
検
証

　
こ
の
度
、
全
戸
配
布
さ
れ
た
「
愛

荘
町
の
あ
ゆ
み
」
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」

で
、
町
長
は
「
次
の
20
年
、
50
年
、

１
０
０
年
に
向
け
て
愛
荘
町
が
自
慢

の
輝
く
『
未
来
を
紡
ぐ
ま
ち
』
で
あ

る
よ
う
…
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　　
古
代
か
ら
船
乗
り
た
ち
は
北
極
星

を
頼
り
に
広
大
な
海
を
渡
っ
て
目
的

地
へ
向
か
い
ま
し
た
。
北
極
星
が
夜

空
で
殆
ど
動
か
ず
、
常
に
真
北
の
方

角
を
示
す
明
る
い
星
だ
か
ら
で
す
。

　
目
標
は
、
空
疎
な
美
辞
麗
句
で
は

な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、

か
つ
ブ
レ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

消
費
を
減
ら
し
、
税
収
を
減
ら
し
ま

す
。
人
口
構
造
の
変
化
は
社
会
保
障

費
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

価
値
観
や
生
活
様
式
を
大
き
く
変
え

ま
す
。
自
治
会
や
防
災
組
織
な
ど
の

地
域
力
は
低
下
し
、
郷
土
の
伝
統
や

文
化
の
継
承
も
難
し
く
な
る
で
し
ょ

う
。

　
こ
の
大
き
な
変
化
へ
の
対
応
に
焦

点
を
絞
っ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
こ

そ
、
今
必
要
で
す
。

に
努
め
、（
中
略
）
そ
の
公
表
に
よ

り
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
」、「
戦
略
」
で
も
「『
み
ら
い
創

生
会
議
』
に
お
い
て
、
重
要
業
績
評

価
指
標
等
に
基
づ
く
検
証
を
行
う
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
速
や
か
に

達
成
状
況
を
検
証
し
、
結
果
を
住
民

に
公
表
す
べ
き
で
す
。

　
検
証
な
し
に
新
し
い
指
標
を
上
書

き
し
て
も
、そ
れ
は
「
砂
上
の
楼
閣
」

で
す
。

ど
う
な
っ
て
る
の
?!

ま
ち
づ
く
り
の
計
画

ど
う
な
っ
て
る
の
?!

ま
ち
づ
く
り
の
計
画

計
画
は
３
つ

第
７
号
の
反
響

「
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
」は

 

４
つ
？

人
口
が
減
り
、

　
　
人
口
構
造
が
変
化

達
成
状
況
の

　
　
　
検
証
が
不
可
欠

　
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
失
敗
す
る
要

因
を
今
流
行
り
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

に
尋
ね
て
み
た
ら
、
問
題
は
、
①
計

画
自
体 

②
進
め
方 

③
人
と
組
織
に

あ
る
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
。

　
４
年
前
、
私
の
一
般
質
問
（
令
和

３
年
６
月
定
例
会
）
に
対
し
て
、
行

政
は
「
計
画
の
肝
と
な
る
と
こ
ろ

は
、
町
職
員
で
方
向
性
を
定
め
て
い

る
。
決
し
て
コ
ン
サ
ル
任
せ
で
は
な

く
、
町
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
強
く

認
識
し
、
今
後
も
町
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。

　
全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
で
、
愛

荘
町
だ
け
人
口
が
増
え
る
こ
と
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
出
生
数
の
急
回
復

は
難
し
く
、
そ
の
効
果
は
す
ぐ
に
は

表
れ
ま
せ
ん
。

　「
戦
略
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

愛
荘
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
い
世
代

の
転
出
や
就
職
等
を
機
に
町
外
か
ら

転
入
し
て
き
た
若
い
世
代
の
再
転
出

を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

変
化
に
対
応
し
た

　
　
　
　
計
画
が
必
要

ご
挨
拶

ご
挨
拶

「住んでよかった、これからも
住み続けたい」と思えるまち
づくりを目指します。

・「住んでよかった」と思えて初めて「愛着と誇り」が生
まれるのです。特に、次代を担う若い世代の方々に「こ
れからも住み続けたい」と思っていただける愛荘町にし
なければなりません。

・具体的には、①町内で過ごす時間が多い子どもや子育て
中のお母さん、障がいをお持ちの方やご高齢の方が、安
全・安心に暮らせる環境の整備 ②麻と農業と観光資源
を活かした、持続性があって稼げる地域経済の活性化 
③自然災害や感染症に対応できる危機管理体制の拡充 
④通学路の安全や高齢者の移動手段の確保 ⑤地域の困
りごとの解決 ⑥自治会活動の維持 などに取り組みます。

皆さまに、まちの現状と課題を
お伝えし、皆さまから、ご質問・
ご意見・ご要望をいただいて、
町政に反映します。

・議会も行政も住民の皆さまへの奉仕者です。議員 14 名
全員が、よりよいまちの実現を目指し、住民とともに心
を一つにして、力を合わせて働くべきです。議会や行政
の常識が住民の皆さまの常識とかけ離れてはなりません。

・議会や行政で議論されていることを皆さまにタイムリー
にお知らせし、町政について今まで以上に関心を持って
いただくために「もりの隆 かわら版」を随時発行します。

・また、皆さまのご意見を町政に届けるために「もりの隆 
ご意見箱」を常設します。電話でもメールでもお手紙で
も結構ですので、ぜひお声を聴かせてください。

「議員である前に住民である」
ことを忘れずに、身を慎んで
自己研鑽に努めます。

・皆さまの中に自ら飛び込んで話し合いを重ね、悩みと望
みを汲み取りながら議論し、時には皆さまに訴え、時に
は皆さまをリードしていけるよう、暮らしの現場を見て、
生のお声を謙虚に聴きます。

・「まちじゅう読書の宣言」を掲げる愛荘町の議員として、
もっと本を読んで、知識を増やし、思考力と想像力を養っ
て、人間力を高めます。

３つのお約束

1

2

3

も り の 隆 活 動 報 告 （1）第３号 令和４年４月 24 日　発行

　
４
年
前
、
初
め
て
愛
荘
町
議
選
に

立
候
補
し
た
際
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
情
熱
は
誰
に
も
負
け
な
い
」
で
し

た
。２
期
目
の
今
回
は「
情
熱
で
正
々

堂
々
、
真
っ
向
勝
負
」
と
し
て
「
３

つ
の
お
約
束
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
着
実
に
実
行
し
て
参
り
ま
す
。

　
桜
の
花
も
散
り
、
青
い
空
に
鯉
の

ぼ
り
が
泳
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
は
、
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
愛
荘
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
で
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
わ
ば「
不
戦
勝
」
で
あ

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら「
選
ん
で

い
た
だ
い
た
」
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
町
議
選
投
票
率
を

み
ま
す
と
、
２
０
０
６
年
76
・
70
％
、

２
０
１
０
年
63
・
68
％
、
２
０
１
４

　
３
月
7
日
に
令
和
4
年
第
1
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
村
田
定

議
員
、
副
議
長
に
村
西
作
雄
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総

　     

務
産
業
建
設
、
教
育
民
生
、
広
報
の

3
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
員
運
営
委

員
会
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の

委
員
等
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
、
町
HP
の
「
町
政
・
町
議
会
」
→

〔
委
員
会
名
簿
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
３
月
定
例
会
は
3
月
10
日
か
ら

24
日
の
15
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
の
中
で
も
最

も
重
要
な
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予

算
（
補
正
後
）
は
総
額
113
億
７
２
３

８
万
円
、
前
年
度
比
11
・
１
％
増
と

合
併
以
降
で
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関

⑴
主
な
議
案

連
す
る
経
済
対
策
や
環
境
整
備
と
し

て
、
地
域
の
き
ず
な
づ
く
り
支
援
事

業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
に
予
算

を
付
け
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

ま
た
、
米
価
下
落
へ
の
農
家
支
援
策

と
し
て
、
１
俵
当
た
り
１
０
０
０
円

を
支
給
す
る
修
正
動
議
に
賛
成
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
入
面
で
は
、
町
の
貯
金

と
も
言
え
る
「
財
政
調
整
基
金
」
を

８
億
５
３
０
万
円
取
り
崩
す
た
め
、

年
度
末
の
残
高
は
約
16
億
円
（
Ｒ
2

年
度
末
約
21
億
円
、
Ｒ
3
年
度
末
見

込
み
は
約
24
億
円
）
と
大
幅
に
減
少

し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
決
ま
っ
て
必

要
な「
支
出
」が
、自
由
に
使
え
る「
収

入
」
の
中
で
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合

を
占
め
る
か
を
示
す
「
経
常
収
支
比

率
」（
Ｒ
2
年
度
末
91
・
９
％
）
も
高

い
水
準
が
続
き
ま
す
。

　
予
算
案
は
、
愛
荘
町
の
1
年
間
に

お
け
る
収
入
と
支
出
の
見
積
り
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
税
金
が
使

わ
れ
る
か
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で

す
が
、住
民
の
皆
さ
ま
は
新
聞
の「
滋

賀
版
」
に
小
さ
く
載
っ
た
記
事
で
し

か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
行
政

は
毎
年
、
広
報
あ
い
し
ょ
う
5
月
号

に
、
決
定
後
の
予
算
を
細
か
い
数
字

と
専
門
用
語
を
使
っ
て
説
明
し
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
議
員
に
と
っ
て
も

難
し
い
内
容
を
、
皆
さ
ま
に
ど
れ
だ

け
理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
か
、

甚
だ
疑
問
で
す
。
新
聞
を
通
し
て
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法

で
は
あ
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
町
の

HP
や
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
あ
る
の

で
す
か
ら
、
予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
だ

け
で
も
、
迅
速
か
つ
分
か
り
や
す
く

説
明
す
れ
ば
、
住
民
の
町
政
に
対
す

る
関
心
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
行
政
の
義
務
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
、
予
算
・
決
算
に
関
す
る

情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て
、
担
当

課
と
改
善
策
を
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、

経
年
変
化
で
薄
く
な
っ
た
中
山
道
の

白
線
の
引
き
直
し
や
ヒ
ビ
割
れ
の
補

修
な
ど
、
皆
さ
ま
の
身
近
な
ご
不
便

の
解
消
に
無
駄
な
く
使
わ
れ
る
よ
う
、

担
当
課
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

TEL 0749（42）6074
FAX 0749（42）5574

森野 隆
第3号

発行人
愛知郡愛荘町愛知川744-1

ご

挨

拶

ご

挨

拶「３つのお約束」の「３つのお約束」の
具体化と実行具体化と実行

３
月
定
例
会
の
ご
報
告

３
月
定
例
会
の
ご
報
告

年
58
・
42
％
、
２
０
１
８
年
57
・
95
％

と
、
回
を
追
っ
て
低
下
し
て
お
り
、

遂
に
今
回
、
合
併
後
初
め
て
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。

　「
議
員
を
選
ぶ
権
利
を
行
使
で
き

ず
、
極
め
て
残
念
だ
」「
町
政
に
対

す
る
関
心
が
薄
れ
た
」
と
の
厳
し
い

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
事

実
を
片
時
も
忘
れ
ず
、
謙
虚
に
誠
心

誠
意
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
愛
知
川
区
の
区

長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
の
代
表
と
し
て
、
皆
さ
ま
か

ら
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
生
の
お
声

を
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
ま
す
。
区

長
総
代
会
へ
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
愛
知
川
区
だ
け
で
な
く
、
町
内

53
自
治
会
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
町
議
会
議
員
、
区
長
、
そ
し
て
印

刷
屋
の
オ
ヤ
ジ
、
三
足
の
草
鞋
を
履

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
草
鞋

を
履
く
の
は
森
野
隆
と
い
う「
一
人

の
住
民
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
皆
さ
ま
の
た
め
に
微
力
を

尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
力
強
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

まちの将来像（グランドデザイン2040）および都市計画マスタープランや立地適正化計
画など、関連計画との整合性が取れていない。

計画策定担当3課の間で、目指す方針を共有し、情報共有を密にし、連携を取って整合性を
取りながら作業を進めている。

担当３課の間に、横串を通して、整合性を確保する機能（組織、人）がない。

R3年3月実施のパブコメで出された意見をどのように反映したのか。

①秦荘庁舎：防災倉庫を2階から1階へ変更、2階部分の大会議室を多目的ルームに、教育
委員会執務室をサークル室に変更。団体貸付室の一部変更と、支所勤務職員の福利厚生を
考慮して、1階レイアウトを一部変更した。
②愛の郷：施設改修とともに敷地内の駐車場整備を行う。③旧警察官舎跡地は、旧愛知川
警部交番の隣接地であり、一体的な土地利用が見込めるため取得し活用する。

旧警察官舎跡地については、駐車場としての利用が、取得費用に見合う一体
的な土地利用と言えるのか。

建物の耐用年数をどのように理解しているのか。用途変更による長寿命化の可能性を追
求しないのか。

庁舎等のあり方検討委員会からの答申を尊重しつつ、公共施設の最適配置に取り組んで
いるが、全国自治体と同様、原点として総務省試算モデルを活用した総合管理計画があ
る。公共施設を適切に抑制し、人やソフト事業に予算を充てていけるまちでありたい。

「総務省試算モデル」を隠れ蓑にせず、その内容を明らかにして、整合性を証
明すべきである。

広報誌での説明を充実し、住民説明会（昨年7月）での意見への回答を公開すべきである。

公共施設最適配置の取組を広く住民に知っていただくため、住民説明会で報告した内容
をもとに、広報10月号から毎号掲載している。住民の関心が高いと思われる代表的な質
問をピックアップしてQ&Aを掲載している。
住民説明会での質問回答はHPで公表し、当日預かった質問については、質問者に直接回
答する。また、動画配信により頂いたご意見・ご感想の回答はHPで公開したい。
広報誌による説明は、住民説明会の資料に比べても超簡単で内容に乏しい。住
民説明会は公開であるため、参加できなかった住民に対しても、提出された意
見をすべて公開すべきである。そもそも、住民のHP閲覧率（年代別・分野別）を
把握しているのか。閲覧率不明のまま、HP偏重の情報公開は意味がない。

「愛荘町自治基本条例」に反していないか。

「庁舎等のあり方検討委員会」（R2.2）を立ち上げ、議論を重ねて答申をいただいた後、町
の方針をまとめた。イラストも交えた親しみやすい資料を全戸配布し（R3.2）、町民から
ご意見を伺い、反映にも努めてきた。小学校区ごとに説明会を開催（R4.7）し、町の計画・
構想を説明した。さらに町HPや広報誌、動画による町長メッセージの発信など、町民との
情報共有にも努めている。自治基本条例に反するとの指摘は当たらない。
情報の共有（条例第6条）について、行政はいつも、やったことだけ強調する
が、それで十分なのか、住民が理解できたかを検証しないのか。

「愛の郷」が公民館や町民センターの機能を代替できるとする根拠は何か。

公民館を除く各部屋分のスペースは、延床ベースでも愛の郷を改修することで補えるが、
詳細な設計業務を行っている訳ではないので、関係する団体等のご意見も踏まえながら、
検討していきたい。

公民館や町民センターを壊す前に、利用している関係団体等の意見を聴いて、
設計内容を公開すべきである。

秦荘庁舎における取扱業務の具体的内容は何か。

現在、秦荘サービス室で取り扱っている業務のほか、「ゴミ関連の申請」「介護保険証や特
定健診受診券の再発行」「高齢者通院支援関連の申請」等、住民に身近な業務にも対応でき
るよう整理中。窓口における高齢者の一次相談にはしっかり対応していきたい。

秦荘庁舎の取扱業務については数の増加だけでなく、愛知川庁舎も含めて、仕
事の効率化など質の向上を検討すべきである。

東部地域の活性化との関連はどうか。

公共施設の最適配置が、直接、大きな影響を及ぼすとは考えていないが、東部地域におい
ては、農業や自然と共存した町づくりを進めていきたい。

秦荘庁舎の有効活用など、東部地域の活性化につながる最適配置を考えるべ
きである。

秦荘・愛知川間の移動手段をどう考えるか。

今回の最適配置による取組によって、住民の普段の行政利用に変化を生じないので、東部
地域と西部地域を結ぶ移動手段の確保は考えていない。支所の取扱業務を現在よりも拡
充していくほか、公民館や町民センターを貸館として利用している団体の活動場所は、愛
の郷等に確保していく方針であり、移動という視点で見た場合、現状と大きく変わらない
が、交通ネットワークの形成はテーマとして持っていきたい。

住民の移動は、行政利用や団体活動に限らず、買い物や診療所への通院、人と
人との交流等もある。

なぜ、新保健センターを旧警部交番・旧警察官舎の跡地に建設しないのか。

庁舎から新保健センターまでのレイアウトを同一敷地内に整備することとし、住民・福
祉・健康推進・子育ての課を横一列に配置でき、住民の使い勝手がよくなるとの考えから、
道路を隔てての整備は考えていない。

建設場所については、使い勝手を含めて、広く住民の声を聴いて決定すべき
である。

なぜ、地域総合センターを最適配置の対象としないのか。

福祉の向上および人権啓発のための住民交流拠点施設であり、その目的達成の活動等の
ため、個別施設計画において施設の長寿命化に努める。

地域総合センターだけが、福祉の向上および人権啓発のための住民交流拠点
施設ではない。

当初から「より一体感のある持続可能な町」「人、すなわちソフト事業に予算を充てられる
町」でありたいと発信してきた。7月の住民説明会開催の趣旨は、20年後、30年後の町を
説明することではなく、最適配置に係る町の計画・構想を伝えることであった。関連計画
との整合性も図っており、計画の内容変更等は考えていない。
最適配置の計画・構想の前提である「20年後、30年後の町の姿を説明するこ
とが、住民説明会の趣旨ではない」という感覚では、住民の理解も納得も得ら
れるはずがない。

謙虚に計画を見直してはどうか。

住民説明会を小学校区単位で開催し、丁寧な説明を心がけてきた。住民説明会は、近隣自
治体でも小学校区や町全体をエリア分けした単位で開催している。現時点で自治会ごと
の説明会等は考えていない。住民のご意見をすべて計画に盛り込むことは難しいが、議員
とともに町の未来のために取り組んでいく。
近隣自治体の都合のよい事例を挙げても、自らの正当性を説明することには
ならない。愛知川区では、町長をお招きして、住民との意見交換会を開催する
予定。

52自治会ごとに意見交換会を開催してはどうか。

私の質問　　　町長の答弁 　　 提案　　　および問題点

も り の 隆 活 動 報 告 （1）第５号 令和 5 年１月 16 日　発行

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
い
つ
も
お
読
み
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
陰
様
で
今
日
、
第
５
号
を
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
辞
書
を
片

手
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
書
き
続
け
て

足
掛
け
3
年
、
前
号
で
は
思
い
が
け
ず

多
く
の
方
か
ら
メ
ー
ル
や
お
手
紙
、
お

電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
の
上
に

も
3
年
、
諦
め
な
く
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
る
住
民
の
方
か
ら
、「
議
員
連
中

は
、
行
政
に
対
し
て
偉
そ
う
に
『
住
民

へ
の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
』
と
言
っ

て
い
る
が
、
お
前
は
議
員
と
し
て
、
住

民
に
十
分
説
明
し
て
来
た
の
か
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
的
を
射
た
ご
指
摘
で
す
。

今
年
は
年
4
回
の
定
例
会
の
後
に
、
ま

ち
の
課
題
や
行
政
の
取
り
組
み
と
問
題

点
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
ま
す
。
昨
年
12
月
定
例
会
で
は
「
庁

舎
等
公
共
施
設
の
最
適
配
置
」
と
「
愛

荘
町
の
観
光
物
産
振
興
計
画
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
併
せ
て
、
２
月
上
旬
に
全
戸
配
布

さ
れ
ま
す
「
議
会
だ
よ
り
」（
№
68
）

や
1
月
末
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

予
定
の
「
議
会
動
画
配
信
」
も
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　「庁舎等公共施設の最適配置」については、９月定例会
の一般質問で取り上げ、その経緯を前号で報告させていた
だいたところ、多くの皆さまから反響がありました。お寄
せいただいたご意見を踏まえて、12月定例会で再度「公共
施設の最適配置」について、11の質問と２つの提案をし、
町長に「住民への回答」としての答弁を求めました。

TEL 0749（42）6074
FAX 0749（42）5574

森野 隆
第５号

発行人
愛知郡愛荘町愛知川744-1

ご
挨
拶

ご
挨
拶

相変わらず、住民の意見を
聴こうとしない頑迷な行政！

● 頑迷（がんめい）とは、かたくなで、ものの道理がわからないこと。考え方に柔軟性がないこと。

　私の質問・提案と町長の答弁および問題点を報告
させていただきます。
　できるだけ正確に要約したつもりですが、行政か
ら見て間違い等があれば、遠慮なくご指摘ください。
透明性ある議論は大歓迎です。

良
い
の
か
!?

こ
れ
で

・H30年：国道8号の渋滞問題、街道交流館、危機対策、人
事、愛荘町の安全、健康増進の取り組み、町の行
政機構図（7件）

・Ｒ 1 年：我が町の財政力、行財政改革、行政運営の総合的
な指針となる計画、2024年国民体育大会、町の
観光振興、街道交流館ふれあい本陣、新年度予算
の編成、武道館・体育館・公民館の今後、国道8号
渋滞（9件）

・Ｒ 2 年：愛知川右岸道路（県道湖東彦根線道路改良工事）、
観光振興、おなかの赤ちゃんに町独自の支援策
を、ゆめまちテラスえちのガイドライン、住民と
行政の距離感、当町の教育大綱・教育振興基本計
画（6件）
※6月定例会ではコロナ感染防止のため質問自粛

・Ｒ 3 年：町長の危機管理観、愛知川区内の交通事情、総合
計画とみらい創生戦略の位置づけ、庁舎一本化
の問題、当町のデジタル改革（5件）

① 一般質問のテーマ

も り の 隆 活 動 報 告 （1）第 1 号 令和３年 11 月７日㈰発行

　
私
は
立
候
補
に
際
し
て
、「
Ｏ
Ｌ

Ｄ
＆
Ｎ
Ｅ
Ｗ
、み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
地
域
の
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
具
体
的

に
は
、「
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
暮

ら
し
、
若
者
が
夢
と
誇
り
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
」「
地
域
の
安
全
と
防

災
体
制
の
強
化
」「
商
工
業
の
活
性

化
と
地
元
中
小
零
細
企
業
の
育
成
と

支
援
」
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
皆
さ
ま
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
成
果
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、「
情

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ

り
、
町
議
会
に
送
り
出
し
て
い
た
だ

い
て
か
ら
早
や
3
年
9
か
月
、
ほ
ぼ

4
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜

り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
、
毎
年
1
回
、
街
道
交
流

館
ふ
れ
あ
い
本
陣
で
議
会
報
告
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し

　
年
4
回
の
定
例
会
で
の
一
般
質
問

の
模
様
は
愛
荘
町
の
HP
で
生
中
継
さ

れ
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
概
要
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
30
年
3
月
か

ら
Ｒ
3
年
9
月
の
間
に
15
回
の
定
例

会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

私
は
14
回
質
問
に
立
ち
、
27
件
の
質

問
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
取
り
上
げ

た
テ
ー
マ
を
分
野
別
に
見
ま
す
と
、　

議
員
全
体
で
は
、
公
共
施
設
、
行
財

政
、
子
育
て
・
教
育
の
3
分
野
に
質

問
の
約
半
分
が
集
中
す
る
中
、
私
は
、

　
前
回
の
報
告
会
で
も
申
し
上
げ
ま

し
た
と
お
り
、
私
は
町
長
や
執
行
部

の
追
認
機
関
で
も
抵
抗
勢
力
で
も
な

く
、
常
に
愛
荘
町
行
政
の
一
翼
を
担

行
財
政
、
公
共
施
設
、
道
路
・
交
通
、

商
工
・
観
光
、
子
育
て
・
教
育
な
ど

各
分
野
に
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
質
問

し
て
参
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
別
表
を
ご
覧
い
た
だ
く
と

し
て
、
私
が
特
に
力
を
入
れ
た
テ
ー

マ
は
次
の
３
つ
で
す
。

　
第
1
は
、
や
は
り
「
庁
舎
等
公
共

施
設
の
最
適
配
置
」（
庁
舎
の
一
本

化
）
に
つ
い
て
で
す
。
ご
承
知
の
と

お
り
、
今
年
の
2
月
中
旬
に
「
町

の
方
針
（
案
）」
が
全
戸
配
布
さ
れ
、

住
民
の
意
見
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
3
月
末
に
「
意
見
募
集 

報
告
」
と
し
て
公
表
さ
れ
、
68
人
の

住
民
の
方
々
か
ら
２
３
４
件
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
内
容
を
詳
細
に
見
ま
す
と
、
1

件
の
中
に
は
複
数
の
意
見
や
質
問
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は

町
の
報
告
の
1.4
倍
、
約
３
３
０
件
の

意
見
・
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
賛
成
」
は
甘
く
見
て

も
全
体
の
2
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、「
反
対
」
の
主
な
理
由
は
「
集

約
あ
り
き
」
と
「
説
明
不
足
」
で
し

た
。
そ
し
て
5
月
下
旬
に
は
、「
庁

舎
等
公
共
施
設
の
集
約
化
は
一
時
中

断
す
る
」
と
の
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

全
戸
配
布
さ
れ
、
こ
の
問
題
は
立
ち

消
え
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
年
間
約
7
千
万

円
の
削
減
効
果
が

36
年
の
長
期
に
わ

た
っ
て
生
み
出
せ

る
と
し
て
、
あ
れ
だ
け
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
庁
舎
一
本
化
に
取
り
組
む

と
明
言
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、

諦
め
る
こ
と
な
く
信
念
を
持
っ
て
粘

り
強
く
住
民
に
説
明
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
必
ず
理
解
と
納
得
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
座
し
て

待
っ
て
い
て
も
機
は
熟
し
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
議
員
に
な
っ
て
最
初
の

「
議
会
だ
よ
り
」
に
、「
議
員
活
動
に

お
け
る
抱
負
」
と
し
て
、「
決
め
ら

れ
た
財
源
で
、
今
何
を
す
べ
き
な
の

か
、
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
モ
ノ
は

何
か
、
時
に
は
壊
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
モ
ノ
は
何
か
を
、
し
っ
か
り
議

論
し
て
い
き
ま
す
」
と
書
き
ま
し
た
。

今
も
そ
の
考
え
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
庁
舎
の
集
約
（
一
本
化
）
の

必
要
性
は
十
分
理
解
し
て
お
り
、
基

熱
は
誰
に
も
負
け
な
い
」と
精
一
杯
、

頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
活
動
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

TEL 0749（42）6074
FAX 0749（42）5574

森野 隆発行人
愛知郡愛荘町愛知川744-1

　
町
の
小
さ
な
印
刷
屋
の
オ
ヤ
ジ
に

と
っ
て
、
議
会
の
慣
習
や
役
場
の
仕

事
の
進
め
方
な
ど
、
す
べ
て
が
初
め

て
の
体
験
で
、
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
方
々
の
ご
指

導
の
お
蔭
で
、何
と
か
議
員
と
し
て
、　

今
日
ま
で
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

議
会
活
動
と
日
常
活
動
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
報
告
し

ま
す
。

ご
挨
拶
と
お
詫
び

ご
挨
拶
と
お
詫
び

立
候
補
に
際
し
て

立
候
補
に
際
し
て

　
　
　
　
掲
げ
た
目
標

　
　
　
　
掲
げ
た
目
標

活
動
報
告

活
動
報
告

一
般
質
問
で
、

一
般
質
問
で
、

特
に
力
を
入
れ
て
き
た

特
に
力
を
入
れ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ

  

①
議
会
活
動

①
議
会
活
動

Ｈ 29. 撮影

た
。

　
毎
回
、
地
元
の
方
々
を
中
心
に
50

人
を
超
え
る
方
々
が
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
た
だ
、
私
に
投
票
し
て
い
た
だ
い

た
８
０
４
人
の
方
々
や
当
時
の
有
権

者
１
６
，１
５
１
人
の
方
々
す
べ
て

に
ご
報
告
で
き
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
前
回
の
報
告
会
（
R2
・
11·

14
）

で
は
、「
年
4
回
の
議
会
終
了
後
に

新
聞
折
り
込
み
等
で
議
会
報
告
を
し

て
ほ
し
い
」
と
の
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
早
速
、
準
備
を
し
な
く

て
は
…
と
思
い
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
っ
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
よ
う
や
く
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
、
日
常
生
活
も
徐
々
に
元
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
秋
冬
に
向
け

て
感
染
防
止
の
対
策
を
緩
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
、
初

め
て
こ
の
よ
う
な
形
で
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
ど
う
か
、
最
後
ま

で
お
読
み
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
で
す
。

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
活
動
に
は
、
町
長
や
教
育
長
な

ど
に
方
針
を
問
う
一
般
質
問
の
他
に
、

各
種
委
員
会
審
議
、
町
長
提
案
事
項

に
関
す
る
常
任
委
員
会
等
に
お
け
る

審
議
、
本
会
議
に
お
け
る
議
決
権
行

使
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

第２回議会報告会・意見交換会（R1.12月）

町は現在、20年後の2040年のまちづくりについて全体構想を示す「グランド
デザイン2040（案）」を策定しています。私は、関連資料を丹念に読んで問題点
を指摘し、行政は、住民の皆さまが、愛荘町の将来像をはっきりイメージでき
る内容に修正した上で、住民説明会を開いて、「庁舎の一本化」との関連と実現
に至る具体的な道筋を説明し、質問を受けた後、3月にパブリックコメント（意
見募集）を行うべきだと主張しました。

新聞等でご承知のとおり、愛荘町におけるワクチン接種率は集団接種開始時
から最近まで、県下6町の中では5位か6位に低迷しており、当初目標としてい
た80％にはまだ届いていません。私は、6月下旬から11月上旬までのデータ
を詳しく分析した結果、接種率上昇のスピードが遅く、かつ接種率が低いこと
を指摘し、行政が、その原因を検証した上で、今後の〔3回目接種〕や〔5歳から
11歳への接種〕を円滑に進めるための体制整備を求めました。

最近の犯罪増加を背景に多くの自治体が防犯カメラを設置しています。私は、
既に防犯カメラ設置を導入している自治体の先行事例を紹介して、愛荘町で
も早急に総合的かつ長期的な設置計画を立て、自治会や企業・商店等と連携し
て設置を進めるよう要望しました。

最近の灯油価格上昇によって経済的負担を大きく受ける生活困窮者や高齢者
の方々に、町独自の灯油購入補助金の速やかな支給をお願いしました。

① 愛荘町グランドデザイン2040（案）

② 新型コロナウイルスワクチンの接種状況

③ 防犯カメラの設置

④ 灯油購入補助金事業の実施

・残念ながら、町長や執行部からは相変わらず論点を外した答弁が多
く、満足できる回答はいただけませんでしたが、残り1か月、諦めるこ
となく担当部局に足を運び、粘り強く実現に取り組んで参ります。

一　般　質　問
みんな、いっしょに

も り の 隆 活 動 報 告 第 2 号 令和４年 1 月 10 日㈪発行

　一般質問は昨年 12月 2日と３日に行われ、10人の議員が
延べ 27の質問をしました。私は、任期最後の一般質問として、
次の４つをテーマに取り上げて、私の考えを述べ、行政の対応
を求めました。

　

い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
11
月
に
初
め
て
活
動
報
告

「
も
り
の
隆 

か
わ
ら
版
」
第
1
号
を

発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、「
行
政
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
」「
森
野
の
考
え
を
理
解
で
き
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
多
く
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
一
部
の

方
の
ご
感
想
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の

住
民
の
皆
さ
ま
の
お
声
で
は
な
い
、

私
に
批
判
的
な
お
考
え
の
方
も
た
く

　「
愛
荘
町
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
４
０
（
案
）」
は
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な

ど
、
大
枠
と
な
る
将
来
像
を
住
民

に
示
す
も
の
で
す
。
行
政
は
、
愛

荘
町
の
将
来
を
決
め
る
こ
の
重
要

な
計
画
案
に
つ
い
て
、
今
回
も
住

民
説
明
会
を
開
か
な
い
ま
ま
、
町

長
選
や
町
議
選
前
の
慌
し
い
1
月

に
住
民
の
意
見
を
募
集
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
す
る
予
定
で
す
。

　
行
政
は
、
20
年
後
の
２
０
４
０

年
に
「
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く

る
の
か
」
を
具
体
的
に
分
か
り
や

す
く
住
民
の
皆
さ
ま
に
説
明
し
、

ご
意
見
や
ご
質
問
に
丁
寧
に
お
答

え
し
、
納
得
と
共
感
を
い
た
だ
い

た
上
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
庁

舎
の
一
本
化
」
を
進
め
る
べ
き
で

す
。
ま
ち
の
将
来
像
が
は
っ
き
り

見
え
な
け
れ
ば
、
行
政
が
昨
年
2

月
に
示
し
た
「
庁
舎
等
公
共
施
設

の
最
適
配
置
（
案
）」
が
適
正
な

も
の
か
を
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
計
画
を
中
断
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
行

政
が
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
努

　
こ
の
4
年
間
、「
情
熱
は
誰
に

も
負
け
な
い
」
と
、
が
む
し
ゃ
ら

に
突
っ
走
っ
て
参
り
ま
し
た
。
一

部
の
先
輩
議
員
か
ら
は
お
叱
り
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
正
し
い
と
思
う
こ
と
は
、
た
と

え
少
数
派
で
あ
っ
て
も
正
論
を
言

い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
物

ご
と
を
決
め
る
と
き
に
は
、
き
ち

ん
と
し
た
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
を

踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
信
念
を
持
っ
て
行
動
し
て
参
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
今
、
冷
静
に
4
年
間
の

議
員
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
3
つ
の
反
省
が
ご
ざ
い
ま
す
。

①
20
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

長
期
的
な
視
点
を
常
に
持
っ
て
い

た
か
。

　
こ
の
4
年
間
で
15
回
質
問
に
立

ち
、
31
件
の
質
問
を
し
て
参
り
ま
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デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０

　
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０

４
年
間
の
議
員
活
動
を

４
年
間
の
議
員
活
動
を

振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て

さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
と
、
改
め
て
気
を
引
き
締
め

て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
令
和
3
年
12
月
定
例
会
・

一
般
質
問
を
中
心
に
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ
い

て
、
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

力
を
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
行

政
が
昨
年
5
月
以
来
、
沈
黙
を
続

け
て
い
る
こ
と
が
住
民
の
不
安
を

ま
す
ま
す
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
一

部
議
員
が
不
安
を
煽
っ
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
い
う
ち
に
実
施
さ
れ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
行
政
に

詳
細
な
資
料
や
十
分
な
説
明
を
求

め
て
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

質
問
を
届
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
行
政
は

住
民
の
声
を
無
視
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

し
た
が
、
と
も
す
れ
ば
目
の
前
の

課
題
の
解
決
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
特

に
若
い
世
代
の
皆
さ
ま
が
20
年
後

に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

き
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
っ

と
若
い
世
代
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
聴
き
、
他
の
自
治
体
の
事
例
を

研
究
す
べ
き
で
し
た
。

②
皆
さ
ま
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
ま

ち
の
現
状
と
課
題
を
お
伝
え
し
て

き
た
か
。

　
４
年
間
で
議
会
報
告
会
３
回
開

催
、
活
動
報
告
（
か
わ
ら
版
）
２

回
発
行
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
で

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
般
質

問
で
明
確
な
答
弁
が
な
か
っ
た
問

題
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
結

果
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
き
た

か
、
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
皆
さ
ま
の
く
ら
し
の
現
場
を
見

て
き
た
か
、
皆
さ
ま
の
生
の
お
声

を
聴
い
て
き
た
か
、
皆
さ
ま
の
ご

要
望
に
応
え
て
き
た
か
。

　「
議
会
も
行
政
も
住
民
の
奉
仕

者
」
な
ど
と
偉
そ
う
な
こ
と
を
言

い
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
お

声
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

自
ら
が
皆
さ
ま
の
中
に
飛
び
込
ん

で
、
現
場
を
見
て
、
生
の
お
声
を

聴
き
、
ご
要
望
に
迅
速
に
応
え
る

努
力
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　「
何
を
今
さ
ら
」
と
言
わ
れ
そ

う
で
す
が
、
力
不
足
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
残
り
僅
か
の
任
期
で

す
が
、
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
最

後
の
1
日
ま
で
議
員
活
動
に
励
ん

で
参
り
ま
す
。
ど
う
か
変
わ
ら
ぬ

力
強
い
ご
支
援
を
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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